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市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
解

雇
等
に
伴
い
、
雇
用
先
が
賃
貸
し

て
い
た
社
員
寮
や
社
宅
な
ど
か

ら
退
去
さ
れ
た
方
で
す
。
貸
付

住
宅
は
市
内
で
５
戸
と
し
、
原
則

半
年
間
の
期
限
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
住
宅
に
困
窮
す
る
実
情
に

応
じ
て
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
会
で
「
将
来
的
に
従
量
制

に
移
行
す
る
方
向
で
新
市
に
お

い
て
調
整
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
新
市
に
な
っ
た
後

も
、
合
併
前
の
使
用
料
が
そ
の
ま

ま
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
旧
町
ご

と
の
算
定
方
法
の
違
い
等
に
よ

り
、
料
金
格
差
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
昨
年

月
に

10

「
農
業
集
落
排
水
事
業
使
用
料
統

一
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ご
検
討
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
統

一
料
金
を
設
定
す
る
方
向
で
意

見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
合
併
協
定
内
容
を
重
視

し
、
使
用
料
の
格
差
解
消
と
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

新
年
度
か
ら
使
用
料
の
改
定
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
関
係
住
民
の

本
年
度
は
、
３
年
ご
と
に
行
わ

れ
る
介
護
保
険
料
の
見
直
し
の

年
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
昨
年
８
月
に
「
介
護
保
険

事
業
計
画
作
成
委
員
会
」
を
設
置

し
、
平
成

年
度
か
ら

年
度
ま

21

23

で
の
「
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
第
４
期
の
介
護
保

険
料
は
、
介
護
給
付
費
の
準
備
基

金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
、
現

在
の
基
準
額
４
，
９
０
０
円
を
５

０
０
円
引
き
下
げ
て
、
４
，
４
０

０
円
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
率
の
段

階
を
、
従
来
の
６
段
階
か
ら
８
段

階
へ
変
更
し
、
被
保
険
者
の
所
得

に
応
じ
た
、
よ
り
き
め
細
か
な
段

階
へ
と
保
険
料
率
を
設
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
改
正
に
つ
い
て
、
今
後
、

広
報
等
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま

へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

解
雇
等
に
よ
り
住
居
の
退
去

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
離
職
者
に

対
し
て
、
新
た
な
住
宅
を
確
保
す

る
ま
で
の
間
、
緊
急
的
な
措
置
と

し
て
、
市
営
住
宅
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
は
、
市
内
の
事
業

所
に
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、「
脇
町
児
童
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

利
用
す
る
児
童
数
が
増
加
し
、
従

来
の
施
設
で
は
入
所
を
希
望
す

る
す
べ
て
の
児
童
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
脇
町
小
学
校
の
空
き

教
室
で
あ
る
「
生
活
科
室
」
を
有

効
活
用
し
、
同
ク
ラ
ブ
の
第
２
の

実
施
箇
所
と
し
て
開
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

子
育
て
中
の
ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
、
子
育
て
支
援
の

た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

本
市
で
は
、「
学
校
施
設
耐
震

化
推
進
指
針
」
に
基
づ
き
、
平
成

年
度
を
初
年
度
に
順
次
、
学
校

17施
設
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成

年
度
は
、
穴
吹
小
学

21

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
計

画
で
す
が
、
学
校
の
耐
震
対
策
が

急
が
れ
る
こ
と
か
ら
「
地
域
活
性

化
対
策
」
を
活
用
し
て
、
脇
町
・
郡

里
・
重
清
東
の
各
小
学
校
の
耐
震

診
断
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
国
・
県

の
施
策
を
有
効
に
活
用
し
、
少
し

で
も
事
業
の
前
倒
し
を
図
り
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
が
早
期
に
完

了
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

本
市
の
新
年
度
予
算
は
、
市
長

選
挙
を
控
え
て
い
る
た
め
、
基
本

的
に
は
、
新
規
事
業
を
抑
制
し
た

骨
格
的
な
予
算
と
し
て
い
ま
す

が
、
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
な
継

続
事
業
は
、
そ
の
所
要
額
を
見
込

ん
だ
編
成
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
道
路
網
の
整
備
や
公
共
施

設
の
耐
震
化
な
ど
、
継
続
事
業
の

中
か
ら
前
倒
し
が
可
能
な
も
の

は
「
地
域
活
性
化
対
策
」
を
活
用

し
て
、
本
年
度
の
補
正
予
算
で
対

応
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
予
算
編
成
を
通
じ
、
切

れ
目
の
な
い
連
続
的
な
行
政
運

営
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が

る
施
策
の
推
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
仕
事
な
ど
で
昼
間

保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
子
ど

も
を
対
象
に
、
放
課
後
の
時
間
帯

に
生
活
の
場
を
提
供
す
る
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
市
内
２
カ
所

１
月
に
「
定
額
給
付
金
」
や

「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
国

の
第
２
次
補
正
予
算
が
成
立
し

た
中
、
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
対

策
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め

に
、
３
本
の
柱
か
ら
な
る
「
美
馬

市
緊
急
経
済
対
策
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
「
家
計
・
子
育

て
支
援
対
策
」
と
「
地
域
活
性
化

対
策
」
は
、
今
回
の
補
正
予
算
で

対
応
し
、「
緊
急
雇
用
対
策
」
は
、

県
の
予
算
編
成
と
の
関
連
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成

年
度
予
算

21

の
中
で
実
施
す
る
計
画
で
、
事
業

内
容
等
に
つ
い
て
現
在
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市

長長長長長長長長長長長長長長長長

所所所所所所所所所所所所所所所所

信信信信信信信信信信信信信信信信

表表表表表表表表表表表表表表表表

市

長

所

信

表

明明明明明明明明明明明明明明明明明

２
月

日
の
平
成

年
３

13

21

月
美
馬
市
議
会
定
例
会
本
会

議
で
、
牧
田
市
長
は
市
政
の

重
要
課
題
等
に
つ
い
て
所
信

を
表
明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
市
議
会
に
理
解
と
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

緊
急
経
済
対
策

教
育
施
設
の
耐
震
化

介
護
保
険
料
の
見
直
し

市
営
住
宅
の
貸
し
付
け

農
業
集
落
排
水
事
業
使
用

料
の
統
一

来
年
度
の
予
算
編
成

子
育
て
支
援
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今
後
は
、
本
市
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
風
景
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
か
し
た
街
道
づ
く
り
を
進
め
、

「
訪
れ
る
人
」
と
「
迎
え
る
地
域
」

の
豊
か
な
交
流
に
よ
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

本
市
と
つ
る
ぎ
町
の
一
市
一

町
で
構
成
さ
れ
る
「
一
部
事
務
組

合
の
見
直
し
」
は
、
平
成

年
度

19

に
本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を

整
理
し
、
昨
年
５
月
か
ら
「
つ
る

ぎ
町
」
と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
協
議
の
中
で
、
一
定
の

方
向
性
が
確
認
で
き
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
中
間
確
認

と
し
て
、
合
意
内
容
を
確
認
書
と

し
て
取
り
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
一
方
、「
広
域
行
政
圏
」
施
策

が
本
年
度
末
で
終
息
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
と
し
て

も
、
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
つ

る
ぎ
町
と
一
市
一
町
で
行
う
共

同
事
務
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
、
詳
細
な
詰
め
を

行
い
、
で
き
う
る
な
ら
ば
平
成
21

年
度
中
を
目
途
に
、
最
終
的
な
方

向
性
を
見
い
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
間
で
、
昨
年
度
の
入
場
者
数

16４
，
３
７
２
人
を
２
，
７
５
０
人

上
回
る
７
，
１
２
２
人
と
、
非
常

に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
こ
う
し
た
企
画
展
を
通

じ
て
、
本
市
の
観
光
行
政
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
假
屋
崎
先
生
に
は
、
美
馬
市

の
観
光
振
興
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
、
美
馬
市
第

１
号
の
「
観
光
大
使
」
と
し
て
委

嘱
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
全
国

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
地
域
の
魅
力
や
美
し
さ
を
発

見
・
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
域

活
性
化
や
観
光
振
興
を
図
る
た

め
に
、
国
土
交
通
省
が
全
国
的
な

運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
。
美
馬
市
で
は
、
昨
年

２
月
に
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、

市
内
の
国
道
・
県
道
を
中
心
に
市

内
全
域
を
活
動
対
象
と
し
て
、
日

本
風
景
街
道
へ
の
登
録
を
申
請

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
１
月
に
「
美

馬
市
ま
ほ
ろ
ば
夢
街
道
」
と
し
て

登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

方
々
へ
は
、
改
定
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
説
明
会

の
開
催
な
ど
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
は
「
美
馬
市
総
合
計

画
」
に
お
け
る
農
業
振
興
を
具
体

化
す
る
も
の
で
、
本
市
の
農
業
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計

画
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
美
馬

市
農
業
振
興
計
画
策
定
懇
話
会
」

に
お
い
て
、
ご
協
議
を
い
た
だ
き
、

こ
の
ほ
ど
、「
農
業
振
興
計
画（
案
）」

に
つ
い
て
の
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
ご
提
言
を
基

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
十
分
考
慮

し
、
３
月
末
を
め
ど
に
農
業
振
興

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

脇
町
う
だ
つ
の
町
並
み
の
「
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定

周
年
」
を
記
念
し
、
藍
商

20

佐
直
吉
田
家
住
宅
で
、
昨
年
度
に

続
き
、「
假
屋
崎
省
吾
う
だ
つ
を

い
け
る
・
華
道
展
」
を
１
月

日
28

か
ら
２
月

日
の
日
程
で
開
催

25

し
て
い
ま
す
。
こ
の
華
道
展
は
、

ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
に
も
積
極
的

に
努
め
た
結
果
、
オ
ー
プ
ン
か
ら

う
だ
つ
を
い
け
る
・
華
道
展

日
本
風
景
街
道

一
部
事
務
組
合

美
馬
市
農
業
振
興
計
画
の
策
定

議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会

だだだだだだだだだだだだだだだだ

よよよよよよよよよよよよよよよよ

議

会

だ

よ

りりりりりりりりりりりりりりりりり

３
月
議
会
定
例
会
が
２
月

日
か
ら

日
ま
で

日
間

13

27

15

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

美
馬
市
特
別
職
及
び
教
育

長
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
な
ど

議
案
が

54

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同

意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は

「
美
馬
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」「
美
馬

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」「
美
馬
市
議
会

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
員
提

案
が
あ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
議
会
定
例
会

⃃
美
馬
市
特
別
職
及
び
教
育
長
の
給

料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

財
政
運
営
の
適
正
化
を
図
る

た
め
に
、
特
別
職
お
よ
び
教
育
長

の
給
料
を
減
額
し
て
支
給
す
る

条

例

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

⃃
美
馬
市
立
脇
町
図
書
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
（
他
４
議
案
）

指
定
管
理
候
補
者
が
決
定
し

た
美
馬
市
立
脇
町
図
書
館
な
ど

施
設
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

71を
求
め
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

⃃
美
馬
市
議
会
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
制
定

美
馬
市
議
会
議
員
の
定
数
23

人
を

人
と
し
、
第
一
選
挙
区
を

20

脇
町
・
美
馬
町
・
穴
吹
町
区
域
、
第

二
選
挙
区
を
木
屋
平
の
区
域
と

し
て
い
た
選
挙
区
制
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

予

算

⃃
平
成

年
度
美
馬
市
一
般
会
計

21

予
算

（
８
，
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

⃃
平
成

年
度
美
馬
市
一
般
会

20

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

７
億
６
，
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、

年
度
予
算
を
総
額
１
９
７
億

20２
，
５
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
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（
答

弁
）
市

長

美
馬
市
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
現
状
は
、
現
在
０
歳
か
ら
７
歳

未
満
ま
で
の
乳
幼
児
に
対
し
て
、

通
院
・
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を

一
部
自
己
負
担
が
必
要
と
な
る
も

の
の
、
無
料
と
す
る
乳
幼
児
医
療

費
助
成
を
、
県
の
補
助
を
受
け
実

施
し
て
い
る
。
現
在
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
か
ら
も
、
助
成
拡
大
の
要

望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
乳

幼
児
医
療
費
の
拡
大
に
つ
い
て
、

近
隣
市
等
の
状
況
や
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

（
答

弁
）
保
険
福
祉
部
長

美
馬
市
児
童
福
祉
の
指
針
で
あ

る
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に

も
と
づ
き
、
子
ど
も
や
子
育
て
家

庭
に
対
す
る
環
境
整
備
に
努
め
て

い
る
。
今
後
、
来
年
度
に
策
定
す

る
後
期
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
中
に
、
地
域
、
職
場
、
行
政

が
連
携
し
社
会
全
体
で
子
育
て
支

援
が
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
施
策

を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
環
境
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
答

弁
）
教
育
長

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
各
給

食
セ
ン
タ
ー
で
美
馬
市
産
の
旬
の

食
材
を
使
用
し
て
い
る
が
、
県
内

産
食
材
に
比
べ
、
美
馬
市
産
物
の

使
用
割
合
は
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
岩
倉
共
同
調

理
場
で
は
、
給
食
食
材
の
自
給
自

足
に
取
り
組
む
こ
と
で
地
元
食
材

の
使
用
を
促
進
し
て
お
り
、
デ
リ

バ
リ
ー
給
食
で
は
、
委
託
業
者
に

食
材
の
産
地
指
定
を
行
っ
た
結
果
、

平
成

年
度
に
は
５
品
目
だ
っ
た

18

美
馬
市
産
食
材
が
、
平
成

年
度

20

に
は

品
目
に
増
加
し
て
い
る
。

15

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
美
馬
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

を
一
つ
に
し
、
５
つ
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
統
一
的
な
見
解
や
計

画
の
も
と
、
美
馬
市
産
物
の
利
用

促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

・
ダ
ウ
ン
症
な
ど
の
障
害
が
あ
る

児
童
が
通
常
学
級
に
通
っ
て
い
る

場
合
の
教
育
的
支
援
の
現
状
と
今

後
の
考
え
方
に
つ
い
て

（
答

弁
）
教
育
長

ダ
ウ
ン
症
な
ど
の
障
害
が
あ
る

児
童
は
、
基
本
的
に
特
別
支
援
学

級
で
児
童
に
応
じ
た
教
育
を
受
け

て
い
る
が
、
通
常
学
級
で
授
業
を

一
般
質
問
（
質
問
順
）

受
け
る
場
合
は
、
支
援
学
級
の
担

任
や
助
教
員
、
支
援
員
が
付
き

添
っ
て
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
子
ど
も
に
応
じ
た
「
個
別
の

指
導
計
画
」
及
び
「
個
別
の
教
育

支
援
計
画
」
を
作
成
し
、
教
職
員
の

共
通
理
解
の
も
と
他
の
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
教
育
に
あ
た
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
助
教
員
や
支
援

員
の
適
切
な
配
置
や
支
援
教
室
を

整
備
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
が
、
生
き
生
き
と
し
た

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

（
質

問
）

・
保
護
者
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方

が
さ
ま
ざ
ま
で
、
広
く
周
知
を
図

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

（
答

弁
）
教
育
長

特
別
支
援
教
育
推
進
の
た
め
、

各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
「
特

別
支
援
教
育
」
に
つ
い
て
保
護
者

の
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
各
家

庭
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、

入
学
説
明
会
等
の
機
会
を
捉
え
て

周
知
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

特
別
支
援
教
育
巡
回
相
談
員
や
美

馬
市
就
学
指
導
調
査
員
の
教
員
等

が
相
談
に
あ
た
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
ご
理

解
を
得
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
の
啓
発
を
行
い
、
特
別
支
援

教
育
が
正
し
く
認
識
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
た
い
。

（
質

問
）

◎
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援

（
答

弁
）
保
険
福
祉
部
長

美
馬
市
で
は
、
就
労
等
で
昼
間
、

保
護
者
の
い
な
い
小
学
校
低
学
年

の
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

を
提
供
す
る
た
め
、
穴
吹
町
の
「
な

か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
脇
町
の

「
脇
町
児
童
ク
ラ
ブ
」、
子
ど
も
の

送
迎
や
保
護
者
の
疾
病
、
就
労
時

の
預
か
り
と
い
っ
た
支
援
を
行
う

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の

相
談
を
地
域
で
応
じ
る
「
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
」
を
育
成
し
、
昨
年
よ

り
「
子
育
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

を
開
設
し
て
い
る
。
今
後
と
も
継

続
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
で

支
え
る
子
育
て
支
援
と
子
育
て
環

境
の
充
実
に
努
め
た
い
。

（
質

問
）

・
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て

谷

明
美

議
員

（
質

問
）

◎
食
育
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・
教
育
現
場
に
お
け
る
食
に
対
す

る
教
育
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
か

（
答

弁
）
教
育
長

本
市
で
は
、
昨
年
「
み
ま
っ
こ
食

育
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
各

種
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
の

推
進
を
図
っ
て
き
た
。
本
年
度
、

市
内
全
小
・
中
学
校
で
食
の
年
間

計
画
を
作
成
し
、
ま
た
専
門
性
を

活
か
し
た
「
食
育
出
前
講
座
」
を

行
う
こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
食

育
の
推
進
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、

第
２
回
み
ま
っ
こ
食
育
祭
を
開
催

し
、
食
育
・
健
康
教
育
に
つ
い
て
、

地
域
に
食
育
を
浸
透
さ
せ
る
活
動

を
行
っ
た
。
今
後
、
よ
り
実
践
的
、

効
果
的
な
食
育
が
家
庭
に
も
広
が

る
こ
と
を
目
標
に
、
引
き
続
き
、

強
力
に
食
育
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

原

政
義

議
員
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（
質

問
）

・
教
育
施
設
の
耐
震
の
現
状
と
、
今

後
の
方
針
に
つ
い
て

（
答

弁
）
教
育
長

教
育
委
員
会
で
は
、
順
次
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、

市
内
小
・
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

率
は

・
８
％
で
あ
る
。
美
馬
市

50

総
合
計
画
や
美
馬
市
教
育
振
興
計

画
に
基
づ
き
、
平
成

年
度
は
江

20

原
北
小
学
校
を
行
い
、

年
度
は

21

穴
吹
小
学
校
、

年
度
は
木
屋
平

22

中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う

計
画
で
あ
り
、
今
回
の
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
事
業
に
よ
り
、
郡

里
・
脇
町
・
重
清
東
の
３
小
学
校

の
耐
震
診
断
を
前
倒
し
で
行
う
。

今
後
と
も
、
計
画
的
な
事
業
の
推

進
を
図
り
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

の
早
期
完
了
を
め
ざ
し
、
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
市
長
の
総
括
に
つ
い
て

・
１
期
目
の
総
括
に
つ
い
て

（
答

弁
）
市

長

公
平
で
公
正
な
市
民
に
解
り
や

す
い
行
政
運
営
を
信
条
に
、
新
市

の
速
や
か
な
一
体
化
の
推
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
で
あ
る
総
合
計
画
を

地
域
防
災
計
画
」
の
中
で
、
毎
年
度
、

組
織
体
制
及
び
職
員
の
配
備
体
制

を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
る
。
次

に
、
夜
間
に
市
民
の
方
が
急
な
用

務
で
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
は
、

夜
間
の
庁
舎
管
理
業
務
を
委
託
し

て
い
る
警
備
保
障
会
社
か
ら
職
員

に
連
絡
し
、
職
員
か
ら
市
民
の
方

に
連
絡
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
対

応
が
取
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し

て
い
る
。
職
員
の
意
識
に
つ
い
て

は
、
各
課
の
課
長
等
の
職
員
の
夜

間
の
連
絡
先
を
、
警
備
保
障
会
社

に
文
書
で
示
し
、
警
備
保
障
会
社

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
際
に
は
、
そ

の
時
点
で
取
り
う
る
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
理

事
者
に
つ
い
て
も
、
秘
書
広
報
課

を
経
由
し
、
状
況
に
応
じ
て
、
秘

書
広
報
課
長
か
ら
た
だ
ち
に
連
絡

が
取
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
入
札
制
度
及
び
指
名
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・
入
札
制
度
に
つ
い
て

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

美
馬
市
発
足
以
降
、
公
共
工
事

の
発
注
は
、
入
札
、
契
約
の
基
本

原
則
を
堅
持
し
、
透
明
性
の
確
保

と
公
平
な
競
争
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
適
正
な
施
工
の
確
保
、

各
地
域
で
開
催
す
る
な
ど
、
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

「
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
着
実
に
社
会
基
盤
整
備
の
推

進
」
で
は
、
財
政
健
全
化
計
画
と
の

整
合
性
を
堅
持
し
な
が
ら
、
総
合

計
画
に
基
づ
き
、
各
種
社
会
基
盤

の
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後

も
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
必
要
な
社
会
基
盤
整
備
に

つ
い
て
、
急
が
れ
る
も
の
か
ら
着

実
か
つ
計
画
的
に
進
め
た
い
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
具
体
的

な
成
果
を
挙
げ
た
事
業
も
あ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理

解
を
得
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
も
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
は
、
各
般
に
わ
た
る

施
策
も
一
歩
一
歩
で
は
あ
る
が
、

概
ね
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
成

果
と
し
て
は
、
こ
れ
で
充
分
で
あ

る
と
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、
当

初
の
意
図
か
ら
は
、
概
ね
、
道
筋

を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
職
員
の
意
識
に
つ
い
て

・
理
事
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
答

弁
）
政
策
監

夜
間
に
お
け
る
災
害
時
な
ど
の

緊
急
対
応
に
つ
い
て
は
、「
美
馬
市

人
材
育
成
」
で
は
、
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
育
成
事
業
や
０
歳
児
保
育
・

延
長
保
育
な
ど
、
子
育
て
環
境
の

整
備
を
図
る
一
方
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
の
育
成
の
た
め
、
み

ま
っ
こ
健
全
育
成
事
業
や
プ
ラ
ス

ワ
ン
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
の
創
設

な
ど
に
努
め
て
き
た
。

「
農
業
振
興
・
創
業
支
援
で
雇
用

の
促
進
」
で
は
、
地
域
の
活
力
は
雇

用
の
場
が
確
保
さ
れ
て
沸
き
起
こ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
中
山
間

地
域
の
振
興
策
と
し
て
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
販

売
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
も
努
め
て

き
た
。
一
方
、
雇
用
奨
励
金
制
度

の
充
実
な
ど
、
各
種
の
事
業
者
に

雇
用
の
拡
大
を
促
す
と
と
も
に
、

自
ら
企
業
に
対
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
に
よ
り
距
離
的

な
格
差
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
情
報

通
信
関
連
事
業
所
の
誘
致
に
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
危
機
管
理
体
制
・
防
災
対
策
の

推
進
」
で
は
、
様
々
な
緊
急
事
態
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
危
機
管

理
の
担
当
窓
口
を
設
置
し
た
一
方
、

自
主
防
災
組
織
は
結
成
率
は
約
94

％
と
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

誇
り
、
今
後
も
訓
練
や
研
修
会
を

策
定
し
、
共
創
と
協
働
を
政
策
理

念
と
し
て
、
懸
命
に
打
ち
込
ん
で

き
た
。

６
つ
の
政
策
を
市
長
に
立
候
補

す
る
際
に
掲
げ
て
い
た
が
、

「
公
平
で
公
正
な
市
民
に
解
り

や
す
い
行
政
運
営
」
で
は
、
市
政
運

営
の
基
本
を
市
民
と
の
「
共
創
・

協
働
」
を
原
点
に
、
行
政
に
関
す
る

情
報
を
積
極
的
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
市
の
重
要
な
計
画
等

に
つ
い
て
は
、
策
定
委
員
の
公
募

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
導
入

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

伺
い
、
各
種
の
施
策
を
進
め
て
き

た
。「

行
財
政
の
ス
リ
ム
化
で
効
率

的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
」
で
は
、
危
機

的
な
状
況
に
あ
っ
た
本
市
の
財
政

を
い
か
に
立
て
直
す
か
を
最
大
の

使
命
に
、
聖
域
な
き
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
る
財
政
効
果
額
は
平
成

年
度
ま
で
の
３
年
間
で

億
９

19

27

千
万
円
と
な
り
、
当
初
目
標
か
ら

約
３
億
３
千
万
円
ほ
ど
上
回
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
方
、
分
権
化
時

代
に
相
応
し
い
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
、
事
務
事
業
評
価
制
度
を

導
入
し
、
職
員
の
意
識
改
革
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
で

前
田

明
美

議
員
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か
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
道
丈
寄
惣

田
線
を
経
由
し
て
両
路
線
を
巡
回

す
る
路
線
バ
ス
を
運
行
し
、
停
留

所
ま
で
の
距
離
が
遠
い
た
め
に
利

用
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
等
の
バ

ス
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
中
山
間
地
域
を
走
行

す
る
区
間
は
距
離
が
長
く
、
当
分

の
間
は
週
に
２
日
、
１
日
２
回
の

試
験
運
行
を
実
施
し
、
運
行
状
況

を
調
査
し
な
が
ら
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
走
行
曜
日
や
便

数
等
の
検
討
を
行
い
、
両
路
線
の

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
行

を
図
る
と
と
も
に
、
両
地
区
に
お

け
る
交
通
弱
者
の
生
活
交
通
の
確

保
に
努
め
た
い
。

（
質

問
）

◎
汚
水
処
理

・
美
馬
市
に
お
け
る
農
業
集
落
排

水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
個

別
処
理
に
つ
い
て

（
答

弁
）
建
設
部
長

現
在
、
集
合
処
理
は
公
共
下
水

道
事
業
を
穴
吹
町
舞
中
島
地
区
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
美
馬
町
喜

来
地
区
で
実
施
し
て
お
り
、
個
別

処
理
は
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
公
共
下
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

管
理
運
営
費
に
対
す
る
経
費
回
収

率
は
と
も
に

％
ほ
ど
で
、
使
用

25

統
合
を
終
え
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
県
下
的
な
動
き
に
先

行
し
て
統
合
し
て
は
と
の
質
問
に

つ
い
て
は
、
貴
重
な
ご
提
言
と
し

て
受
け
と
め
、
今
後
の
つ
る
ぎ
町

と
の
協
議
の
中
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
火
葬
場
の
統
合
に
つ
い
て

（
答

弁
）
副
市
長

本
市
と
つ
る
ぎ
町
で
構
成
す
る

美
馬
西
部
共
立
火
葬
場
組
合
の
利

用
状
況
は
、
合
併
後
、
美
馬
町
域

分
の
利
用
の
大
半
が
美
馬
市
葬
斎

場
に
転
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
市
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
整
理
し
、
昨
年
５
月

か
ら
つ
る
ぎ
町
と
協
議
を
行
い
、

昨
年
末
に
確
認
書
を
取
り
交
わ
し

た
。
確
認
書
の
中
で
は
火
葬
場
に

つ
い
て
は
現
施
設
が
使
用
可
能
な

期
限
を
見
計
ら
い
、
新
た
な
形
態

へ
の
移
行
も
視
野
に
入
れ
、
引
き

続
き
協
議
を
進
め
る
と
の
確
認
を

し
て
お
り
、
今
後
と
も
状
況
を
見

守
り
な
が
ら
検
討
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
情
報
通
信
に
つ
い
て

・
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

「
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
」
の
進
捗

状
況
は
、
美
馬
・
脇
町
地
区
の
端
末

機
設
置
台
数
は
、
１
月
末
で
７
，

５
３
０
台
で
約

％
の
進
捗
率
で

89

あ
る
。「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
敷

設
」
は
、
光
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
設

置
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
幹
線
の
敷
設
・

自
主
放
送
設
備
等
の
設
置
は
ほ
ぼ

完
了
し
、
各
世
帯
へ
の
引
き
込
み

件
数
は
２
月
中
旬
現
在
で
約
５
，

０
０
０
件
を
完
了
し
、
工
事
全
体

の
工
事
費
に
対
す
る
進
捗
率
は
約

％
で
あ
る
。
現
在
、
施
工
業
者

84を
増
員
し
、
工
期
内
の
完
成
を
目

指
し
鋭
意
努
力
し
て
い
る
が
、
加

入
者
の
都
合
な
ど
不
測
の
事
態
に

備
え
、
本
議
会
の
補
正
予
算
に
繰

越
明
許
費
を
計
上
し
て
い
る
。

（
質

問
）

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
延
長
は
な
い

の
か

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
２
０
１
１
年
７
月

日
ま

24

で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
完
全
移
行
し
終
了
す
る
こ
と
が
、

電
波
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
延
長
に
つ
い
て
具

体
的
な
方
針
は
出
さ
れ
て
な
い
が
、

市
と
し
て
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る
政
府
の
情

報
を
入
手
次
第
、
い
ち
早
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

（
質

問
）

・
テ
レ
ビ
配
信
の
運
営
会
社
は
ど

う
す
る
の
か

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

テ
レ
ビ
配
信
の
運
営
会
社
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
徳

島
事
業
部
と
業
務
提
携
を
結
ん
で

い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
徳
島
株
式

会
社
が
提
供
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
四
国
徳
島
事
業
部
が
提

供
す
る
。
ま
た
、「
光
ね
っ
と
ｍ
ｉ

ｍ
ａ
」
が
加
入
申
し
込
み
の
受
付
、

料
金
回
収
、
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
せ
、
保
守
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
中
山
間
地
域
に
お
け
る
交
通
手
段

・
切
久
保
地
区
、
重
清
北
校
区
の
高

齢
化
の
進
む
地
域
の
交
通
手
段
に

つ
い
て

（
答

弁
）
市

長

美
馬
町
の
切
久
保
地
区
と
重
清

北
校
区
は
、
現
在
、
石
仏
線
と
野

田
ノ
井
線
の
廃
止
路
線
代
替
バ
ス

を
運
行
し
て
い
る
が
、
両
地
区
と

も
集
落
と
終
点
停
留
所
ま
で
の
距

離
が
遠
く
、
昨
年
に
実
施
し
た
路

線
バ
ス
利
用
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
路
線
の
延
長
や
両
路
線
を
巡

回
す
る
路
線
バ
ス
の
要
望
が
多

不
正
行
為
の
排
除
に
努
め
て
き
た
。

平
成

年
４
月
か
ら
本
市
は
、
電

21

子
入
札
を
本
格
導
入
す
る
と
と
も

に
、
案
件
に
よ
っ
て
は
条
件
付
き

一
般
競
争
入
札
や
総
合
評
価
方
式

な
ど
の
拡
充
に
向
け
、
統
一
し
た

検
査
基
準
の
確
立
な
ど
、
更
な
る
制

度
改
革
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
指
名
に
つ
い
て

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

指
名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

美
馬
市
建
設
工
事
請
負
業
者
選
定

要
綱
に
基
づ
き
、
指
名
審
査
委
員

会
で
、
業
者
の
工
事
施
工
能
力
、

経
営
規
模
、
工
事
成
績
、
信
用
度
、

地
理
的
条
件
等
の
諸
条
件
を
総
合

的
に
審
査
し
、
市
内
業
者
を
優
先

し
て
適
格
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
公
平
・
公
正
・

透
明
性
の
あ
る
指
名
審
査
を
進
め

た
い
。

（
質

問
）

◎
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て

・
美
馬
東
部
、
西
部
消
防
組
合
の
統

合
に
つ
い
て

（
答

弁
）
副
市
長

昨
年
８
月
に
徳
島
県
で
は
、
国

の
指
針
に
沿
っ
た
県
内
の
消
防
本

部
の
広
域
化
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
県
下
で

一
つ
の
消
防
本
部
を
置
く
方
針
で
、

遅
く
と
も
平
成

年
度
ま
で
に
は
、

24

藤
原

英
雄

議
員



7 広報みま2009（平成21）年3月号

料
収
入
で
維
持
管
理
費
を
賄
え
て

い
な
い
と
い
う
現
状
を
ふ
ま
え
、

経
営
健
全
化
に
向
け
、
昨
年

月
10

に
美
馬
市
農
業
集
落
排
水
事
業
使

用
料
統
一
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

改
善
策
に
つ
い
て
ご
提
言
を
い
た

だ
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
「
接
続
推
進
奨
励
金
制
度
」

や
「
使
用
料
の
改
定
」
に
つ
い
て
も
、

条
例
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
が
、

今
後
と
も
経
営
改
善
に
向
け
、
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
質

問
）

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業・
大
谷
地
区
の
営
農
飲
雑
用
水
工

事
が
２
年
間
遅
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か

（
答

弁
）
経
済
部
長

工
事
期
間
を
当
初
約
５
年
を
想

定
し
て
い
た
が
、
加
入
戸
数
の
確

定
や
自
己
負
担
金
の
調
整
な
ど
に

時
間
を
要
し
、
実
施
測
量
設
計
に

も
約
１
年
を
費
や
し
た
た
め
、
現

時
点
に
お
い
て
完
成
ま
で
約
２
年

程
度
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
、
本
事
業
を
重
要
施

策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
地
元
事

業
推
進
協
議
会
と
と
も
に
事
業
予

算
の
重
点
配
分
を
行
い
、
完
成
ま

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
今
議
会
で

美
馬
市
補
正
予
算
案
を
提
出
し
て

い
る
。
今
後
、
２
月
末
頃
に
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
う
予
定
で
あ
る

た
め
、
３
月
上
旬
に
色
々
の
手
段

で
周
知
を
図
り
、
３
月
中
旬
に
通

知
書
を
発
行
し
、
申
請
の
あ
っ
た

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
順
次
受
付
を

行
っ
て
、
年
度
内
の
支
給
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

（
答

弁
）
福
祉
事
務
所
長

国
の
追
加
対
策
事
業
で
あ
る
子

育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
多
子
世

帯
の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成

年
度

20

の
緊
急
措
置
と
し
て
、
小
学
校
就

学
前
３
学
年
の
第
２
子
以
降
の
こ

ど
も
一
人
あ
た
り
に
つ
き
３
６
，

０
０
０
円
の
特
別
手
当
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
支
給
に

向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
定

額
給
付
金
の
支
給
と
併
せ
て
実
施

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
定
額
給
付
金
支
給
事
務

と
連
携
し
、
順
次
受
付
を
行
い
、

通
知
書
、
申
請
書
の
発
送
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る

方
に
は
広
報
紙
、
オ
フ
ト
ー
ク
、

保
育
所
、
幼
稚
園
等
を
通
じ
て
周

知
を
図
り
、
年
度
内
支
給
に
努
め

る
。

７
０
ｍ
の
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
上
ノ
原
地
区
か
ら
田
上
地
区

ま
で
の
区
間
１
，
７
２
０
ｍ
は
、

平
成

年
度
に
国
の
指
導
の
下
に

12

実
施
さ
れ
た
農
道
事
業
の
見
直
し

に
よ
り
、
未
採
択
と
な
っ
た
。
本

市
と
し
て
は
所
期
の
目
的
を
達
す

る
た
め
、
今
後
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
事
業
実
施
主
体
で
あ

る
徳
島
県
に
対
し
事
業
継
続
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
家
計
、
子
育
て
支
援

・
定
額
給
付
金
関
係
に
つ
い
て

（
答

弁
）
市
民
環
境
部
長

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
会
に
お
い
て
審
議
中
の
「
財

政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
の
特
例
に
関
す
る
法
律
等
の

関
連
法
案
」
が
成
立
し
て
か
ら
、
給

付
開
始
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
本

市
で
は
、
本
年
１
月

日
に
美
馬

20

市
定
額
給
付
金
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
設
置
を
行
い
、
１
月

日
か
ら
支
給
対
策
班
４
名
で
給

26付
事
務
の
準
備
を
進
め
て
来
た
。

そ
の
後
、
国
か
ら
定
額
給
付
金
の

交
付
要
綱
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
２
月
５
日
に
予
算
関
係
及
び

給
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
懸
案
事
項

こ
の
ゴ
ミ
処
理
問
題
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
環
境
保
全
に
関
わ
る

事
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
命
に

関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
こ
の
解

決
は
、
市
政
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
平

成

年
度
に
処
理
計
画
が
策
定
さ

18
れ
て
以
来
、
２
年
間
を
か
け
て
、

事
業
実
施
に
賛
成
さ
れ
て
い
る

方
々
や
反
対
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、

説
明
や
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
ま

た
、
市
議
会
で
も
、
昨
年
７
月
に
、

｢
拝
原
最
終
処
分
場
特
別
委
員
会
｣

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
種
々
の

ご
議
論
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
う
し
た
、
拝
原
最
終
処

分
場
特
別
委
員
会
の
審
議
結
果
や

事
業
実
施
に
賛
成
・
反
対
の
方
々

の
意
向
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
市

と
し
て
の
方
針
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身

替
農
道
（
農
免
農
道
）
整
備
事
業

脇
地
区
に
つ
い
て

・
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

（
答

弁
）
経
済
部
長

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身

替
農
道
（
い
わ
ゆ
る
農
免
農
道
）

整
備
事
業
（
脇
地
区
）
は
、
平
成

６
年
に
計
画
さ
れ
、
当
初
、
岩
倉

地
区
か
ら
上
ノ
原
地
区
を
経
由
し

て
田
上
地
区
に
至
る
全
長
２
，
７

で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
よ
う
、
こ

れ
ま
で
も
事
業
実
施
主
体
で
あ
る

徳
島
県
に
対
し
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
一
日
も
早
い

工
事
完
成
に
向
け
、
鋭
意
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

・
古
作
・
美
村
線
改
良
道
路
整
備

状
況
に
つ
い
て

（
答

弁
）
経
済
部
長

集
落
道
整
備
事
業
（
古
作
・
美

村
線
）
は
、
総
事
業
費

約
５
億
１

０
０
万
円
、
総
延
長
２
，
７
５
０

ｍ
・
幅
員
４
ｍ
で
実
施
す
る
計
画

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在

実
施
し
て
い
る
営
農
飲
雑
用
水
と

同
時
に
二
つ
の
工
事
に
着
手
す
る

の
は
、
現
在
の
県
や
市
の
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
難
し
く
、
営
農
飲

雑
用
水
事
業
を
早
急
か
つ
優
先
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
地
元
に
と
っ

て
直
接
効
果
の
高
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
こ
の
営
農
飲
雑

用
水
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
見

な
が
ら
、
地
元
関
係
者
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
適
正
な
時
期
に
、

事
業
実
施
主
体
で
あ
る
徳
島
県
と

の
協
議
を
行
い
つ
つ
、
事
業
の
推

進
を
図
り
た
い
。

（
質

問
）

◎
築
堤
と
春
日
の
処
分
場
に
つ
い
て

・
将
来
展
望
に
つ
い
て

（
答

弁
）
副
市
長

三
宅

仁
平

議
員

阪
口

克
己

議
員
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に
よ
り
、５
・
３
％
の
減
。県
支
出
金

は
、道
路
台
帳
統
合
事
業
の
完
了
に

よ
り
市
町
村
合
併
特
別
交
付
金
が

減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、６
・

２
％
の
減
。財
産
収
入
は
、遊
休
地

売
り
払
い
収
入
の
減
額
に
伴
い
、

・
６
％
の
減
。諸
収
入
は
、地
域
情

71報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
使
用
料
の

増
額
を
見
込
み
、
・
６
％
の
増
。市

74

債
は
、地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

の
減
額
に
伴
い
、

％
の
減
額
と
な

63

り
ま
し
た
。

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、人
件

費
と
扶
助
費
、公
債
費
を
合
わ
せ
た

義
務
的
経
費
が
歳
出
全
体
の

・
４

56

％
を
占
め
て
い
ま
す（
前
年
度
よ
り

２
・
４
％
の
減
）。投
資
的
経
費
の
中

で
、普
通
建
設
事
業
費
は
、補
助
事

業
に
つ
い
て
は
中
山
間
総
合
整
備

事
業
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り

％
11

増
加
し
て
い
ま
す
が
、単
独
事
業
は

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
の
減

額
に
よ
り
、
・
１
％
減
少
し
て
い

85

ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、維
持
補

修
費
は
、市
道
維
持
事
業
費
の
減
な

ど
に
よ
り
、
・
１
％
の
減
。積
立
金

29

は
基
金
利
子
の
減
額
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
・
６
％
の
減
額
と

10

な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ①

予算の概要
当初予算は、美馬市の１年間の収入

と支出の見積もりを示すものですが、

平成21年度の当初予算は市長選を控え

骨格的な予算編成となっています。

３
月
定
例
会
で
、平
成

年
度
の

21

当
初
予
算
が
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
１
５

４
億
２
，６
０
０
万
円
で
、前
年
度

比

億
６
，６
０
０
万
円
、率
に
し

25
て

・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

14
こ
れ
は
、行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、高
利
率
で
借
入
し
て
い
る
市
債

の
繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
抑

制
に
努
め
た
こ
と
や
、地
域
情
報
化

基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
整
備
事
業
費
が
約

億
８
，

21

０
０
０
万
円
減
額
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、市
長
選
挙
を
控
え
骨
格
的
な

予
算
編
成
と
し
た
こ
と
か
ら
、新
規

事
業
の
抑
制
を
図
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
、前
年
度
の
実
績
見
込
み

額
等
を
勘
案
し
、前
年
度
と
比
べ

４
・
４
％
の
減
。こ
れ
に
繰
入
金
等

を
加
え
た
自
主
財
源
は
、歳
入
全
体

の

・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

24依
存
財
源
の
う
ち
、歳
入
総
額
の

約
５
割
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の

億
円
。国
庫

74

支
出
金
は
、ま
ち
づ
く
り
交
付
金
や

文
化
財
保
護
事
業
補
助
金
の
減
額

予
算
規
模

歳
入
（
グ
ラ
フ
①
）

歳
出
（
グ
ラ
フ
②
）

市民一人当たりの

市税の額は？

※平成21年2月1日現在の人口（33,684人）で計算しています。

※固定資産税・市民税は、法人に対する部分も含め計算しています。

固定資産税

39,595円

市 民 税

33,270円

市たばこ税

5,965円

軽自動車税

2,227円
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平成21年度美馬市当初
グラフ②

市民一人当たりの予算は？

目的別で多い５項目

民生費

140,795円
(47億4,254万３千円)

公債費

79,831円
(26億8,902万３千円)

総務費

49,734円
(16億7,523万８千円)

衛生費

47,987円
(16億1,640万円)

教育費

44,509円
(14億9,924万８千円)

※（ ）内は平成21年度予算額

平成21年度特別会計・企業会計当初予算
特別会計

比 較前 年 度本 年 度会 計 名

2,630万0千円5億4,608万8千円5億7,238万8千円収 益 的 収 支
水道事業会計

▲1億7,152万5千円4億1,990万2千円2億4,837万7千円資 本 的 収 支

▲1億4,522万5千円9億6,599万0千円8億2,076万5千円計

企業会計

比 較前 年 度本 年 度会 計 名

▲ 910万3千円3,383万1千円2,472万8千円住宅新築資金等貸付事業特別会計

2億6,448万7千円38億5,632万8千円41億2,081万5千円事 業 勘 定
国民健康保険特別会計

▲ 2,240万4千円2億4,186万4千円2億1,946万0千円直 診 勘 定

▲4億2,791万3千円4億5,947万2千円3,155万9千円老人保健特別会計

▲ 184万8千円3億6,028万4千円3億5,843万6千円後期高齢者医療特別会計

2,111万1千円30億8,426万0千円31億0,537万1千円保 険 勘 定
介護保険特別会計

67万9千円5,736万9千円5,804万8千円サービス勘定

1,858万3千円3億4,010万9千円3億5,869万2千円公共下水道事業特別会計

▲4億0,803万5千円5億3,899万3千円1億3,095万8千円農業集落排水事業特別会計

555万4千円4,704万9千円5,260万3千円美馬温泉保養センター事業特別会計

1万8千円571万8千円573万6千円一の森ヒュッテ事業特別会計

▲ 8,763万6千円3億8,272万8千円2億9,509万2千円簡易水道事業特別会計

▲6億4,650万7千円94億0,800万5千円87億6,149万8千円計
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美
馬
市

緊
急
経
済
対
策
を

実
施
し
ま
す

昨
年
か
ら
景
気
が
急
速
に
悪
化
し
、
地
域
の
経
済
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
と
し
て
は

国
の
第
二
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
対
策
を
最
大
限
に
活
用
し
、

「
美
馬
市
経
済
対
策
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１．家計・子育て支援対策

…５億7,７３６万円

○定額給付金の給付

…５億5,986万円（事務費含む）

▲

詳しくは左ページへ

○子育て応援特別手当の支給

…1,750万円 （事務費含む）

▲

詳しくは12～13ページへ

２．地域活性化対策…５億円

○地域活性化・生活対策事業…５億円

▲

詳しくは14ページ上段へ

３．緊急雇用対策…4,620万円

○ふるさと雇用再生特別基金事業

…2,960万円

○緊急雇用創出事業…1,660万円

▲

詳しくは14ページ下段へ

⃃
給
付
額

平
成

年
２
月
１
日
に
お
い
て

21

①

歳
以
上

歳
以
下
の
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
・
・
・
・
１
２
，
０
０
０
円

19

64

（
昭
和

年
２
月
３
日
～
平
成
２
年
２
月
１
日
の
間
に
出
生
）

19

②

歳
以
下
の
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
，
０
０
０
円

18（
平
成
２
年
２
月
２
日
以
降
に
出
生
）

③

歳
以
上
の
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
，
０
０
０
円

65（
昭
和

年
２
月
２
日
以
前
に
出
生
）

19

⃃
給
付
方
法
（
基
本
的
に
は
口
座
振
替
方
式
に
な
り
ま
す
）

①
口
座
振
込
方
式

申
請
者
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
口
座
へ
給
付
金
の
振
込
を
行
い
ま
す
。

②
現
金
給
付
方
式

金
融
機
関
の
口
座
が
な
い
方
、
金
融
機
関
か
ら
著
し
く
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い

る
方
に
限
り
、
現
金
で
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

⃃
申
請
受
付
期
間

給
付
申
請
受
付
期
間
は
、
受
付
開
始
か
ら
６
か
月
間

⃃
所
得
制
限

美
馬
市
で
は
所
得
制
限
を
設
け
ま
せ
ん
。

⃃
給
付
金
の
目
的

こ
の
補
助
金
は
、
美
馬
市
を
実
施
主
体
と
し
て
、
景
気
後
退
下
で
の
住
民
の
不
安
に

対
処
す
る
た
め
、
定
額
給
付
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
へ
の
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
住
民
に
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
経
済
対
策
に
資

す
る
も
の
と
す
る

⃃
基
準
日

平
成

年
２
月
１
日
と
す
る

21

⃃
給
付
対
象
者

①
平
成

年
２
月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
、
美
馬
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

21

て
い
る
人

②
基
準
日
に
美
馬
市
外
国
人
登
録
原
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

（
短
期
滞
在
お
よ
び
在
留
資
格
を
有
し
な
い
人
は
除
く
）

⃃
受
給
者
（
受
給
者
と
は
実
際
に
給
付
金
を
受
け
取
る
人
）

基
本
的
に
は
、
世
帯
主
が
申
請
し
、
給
付
金
を
受
給
し
ま
す
。

定
額
給
付
金

事業費

11億2,356万円

緊急経済対策３本の柱
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⃃
美
馬
市
定
額
給
付
金
給
付
ま
で
の
な
が
れ

申
請
書
の
記
入

①
同
封
の
記
入
例
を
確
認
し
な
が

ら
申
請
書
へ
必
要
事
項
を
記
入

②
記
入
後
押
印

市
役
所
か
ら
書
類
を
郵
送

世
帯
主
名
で
簡
易
書
留
で
届
き
ま

す
。

①
定
額
給
付
金
給
付
申
請
書

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
記
入
例

③
返
信
用
封
筒

①②
申
請
書
の
確
認

①
同
封
書
類
の
確
認

②
申
請
書
の
内
容
確
認
（
世
帯
主
・

・
生
年
月
日
・
住
所
・
金
額
等
）

③④
添
付
書
類
の
コ
ピ
ー

①
申
請
者
の
公
的
身
分
証
明
書
の

コ
ピ
ー

②
通
帳
の
コ
ピ
ー

※
記
入
例
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑤
申
請
書
・
添
付
書
類
の
提
出

①
申
請
書
及
び
添
付
書
類
の
確
認

②
申
請
書
に
同
封
し
て
い
た
返
信

用
封
筒
で
提
出
、
も
し
く
は
市

役
所
窓
口
へ
提
出

⑥
交
付
決
定
通
知

審
査
後
交
付
決
定
通
知
が
届
き
ま

す
。

現金給付の場合

①交付決定通知書へ記載され

ている日時・場所を確認

②指定日に現金支給されます。

⑦

給付金振込みの場合

申請書へ記入していた、指定

金融機関の口座へ振り込まれ

ます。

⑦

●問い合わせ先

美馬市定額給付金対策係

緯 碓52５６２２、５６２３

思 碓52５６２９

美馬市役所穴吹水道庁舎２階

給付額年齢続柄氏 名

12,000円４８世帯主美馬 太郎

20,000円７４父美馬 次郎

20,000円６８母美馬 愛子

12,000円４４妻美馬 花子

12,000円２０子美馬 美子

20,000円１３子美馬 一郎

96,000円合 計

【給 付 例】
家族６人の場合の給付例



広報みま2009（平成21）年3月号 12

子育て応援特別手当は、多子世帯の幼児教育期の子育ての負担に配慮する観点から、対象となる第２子以降

の子ども1人あたりに３万6,000円を支給するものです。

対象となる子ども

平成20年度において小学校就学前３年間に該当する子ども（具体的には、生年月日が平成14年4月2日か

ら平成17年4月1日までの子ども）であって、第２子以降の子どもが対象となります（下のイラスト参照）。

※第２子の判定は、18歳以下の子ども（具体的には生年月日が平成２年４月２日以後の子ども）の中から年齢順に第１子、第

２子と数えていくこととなります。

手当の支給

対象となる子ども１人あたり３万6,000円を、同居している世帯主に支給します。手当の支給は、1回払い

となります。申請受付期限は、受付開始から６か月です。

※美馬市で受給できる世帯主は、基準日である平成21年２月１日において、前述の「対象となる子ども」の属する世帯の世帯

主であって、美馬市の住民基本台帳、外国人登録原票（短期滞在及び在留資格を有しない人を除く）に記載されていた人とな

ります。

所得制限 美馬市では所得制限を設けません。

子子育て応援特別手子育て応援特別手当当

※世帯単位で手当の対象となる子どもを判定します。
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【問い合わせ先】児童・障害福祉課緯 碓52５６０６

申請の手続き

該当する世帯主に対して美馬市から申請書が送付されます。手当の受給には、世帯主等が美馬市に対して

郵送等により申請を行っていただくことが必要です。

手当の受け取りは、原則として、口座振込みとなります。

※申請の際には、本人であることや振込口座の確認をさせていただきます。

第１子と支給対象となる第２子以降の子どもが別居している場合

これらの子どもが同一の者の扶養に入っている場合には、第２子以降の子どもと第１子が同居

しているものとみなし、当該第２子以降の子どもが属する世帯の世帯主ごとに子育て応援特別手

当が支給されます。

※この場合は、美馬市の住民基本台帳では確認できませんので、該当する世帯主の方から児童・障害福祉課へ申請

請求をしていただくことになります。また、申請時には扶養の確認をするため、すべての子どもの医療保険被保

険者証または扶養控除申告書等の写しを提出していただくことになります。

子子育て応援特別手当Ｑ＆子育て応援特別手当Ｑ＆ＡＡ

Ｑ1．どうして第２子以降の小学校就学前３年間

の子が対象なの？

Ａ1．多子世帯の負担軽減に配慮しつつ、一般に
保育所または幼稚園に子どもが共通して通う年齢が

小学校就学前3年間であること、2歳までの子どもに

は、別途、児童手当制度において乳幼児加算が行わ

れていることなどを総合的に考慮したものです。

Ｑ3．子育て応援特別手当は課税対象になるの？

Ａ3．子育て応援特別手当の所得税・個人住民税
上の取り扱いは一時所得とされます。これには50

万円の特別控除額があるため、他に一時所得がない

場合には、課税されません。

Ｑ5．子育て応援特別手当はこれから毎年支給さ

れるの？

Ａ5．子育て応援特別手当は、「生活対策」に基づ
くものであり、定額給付金と同じように、平成20年

度限りの措置です。

Ｑ2．わが家はおじいちゃんと一緒に住んでいて、

世帯主はおじいちゃんです。

この場合の支給先は親のわたしになるので

しょうか？

Ａ2．子育て応援特別手当は、子の親か否かにか
かわらず、世帯主に支給します。

この場合ですと、世帯主のおじいちゃんが支給先

となります。

Ｑ4．申請期限を過ぎてしまったらどうなるの？

Ａ4．子育て応援特別手当は申請により支給され
ます。申請期限は受付開始日から6か月となってい

ますので、忘れずに申請をしてください。もし、申

請期限までに申請がなかった場合は、辞退とみなさ

れることとなります。

Ｑ6．子育て応援特別手当を受け取ると、定額給

付金は受け取れなくなるの？

Ａ6．子育て応援特別手当と定額給付金は、どち
らも政府の「生活対策」に盛り込まれたものです。そ

れぞれ趣旨・目的が異なりますので、同時に受け取

れます。
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●安心・安全・快適で便利なまちづくり対策…２億7,800万円

・地域生活道路ほか公共施設の長寿命化対策

（市道などの改良・舗装、学校などの修繕）

・学校の耐震診断など防災力向上対策 ほか

●環境と調和するまちづくり対策……………………2,500万円

・水辺の楽校（美馬町中鳥）の緑地整備 ほか

●活力がみなぎるまちづくり対策……………………3,800万円

・プレミアム付き商品券発行による家計支援と商店活性化

（発行は美馬市商工会が実施）

・美馬市産材木造住宅建築奨励事業による市産材の利用拡大

●人が集い、交流が生まれる魅力あるまちづくり対策

……4,700万円

・ブルーヴィラあなぶきの改修

・グラウンドゴルフ場の駐車場を整備 ほか

●市民と行政による共創・協働のまちづくり対策

…１億1,200万円

・教育用コンピュータ導入によるＩＣＴ教育環境の充実 ほか

実施する主な事業内容

地地域活性化地域活性化・・
生活対策事生活対策事業業に取り組みます

緊急雇用対策事緊急雇用対策事業業
に取り組みます

●ふるさと雇用再生特別基金事業……………………2,960万円

・市が委託して実施する事業・継続的な雇用創出事業

●緊急雇用創出事業……………………………………1,660万円

・市が直接雇用または委託して実施する事業・緊急かつ臨時的雇用

※雇用案内など詳しい内容は、後ほど徳島県や美馬市の広報紙、ホームページ等で

案内します。

実施する主な事業内容

市では厳しい雇用失業情勢に対処するため、徳島県が造成した基金

を活用した緊急雇用対策事業を実施します。この事業は、地域の失業

者に対し、公共職業安定所と連携し、雇用機会を創出する事業です。

平成21年度の実施事業は次のとおりです。

国の平成20年度第2次補正予算に盛り込まれた「地域活性化・生活

対策臨時交付金」は、地方公共団体が積極的に地域活性化等に取り組

むことができるよう創設されたもので、美馬市には４億9,152万

2,000円の交付が見込まれています。市では、この交付金を最大限に

活用し、次の事業に早急に取り組むことにしています。

定
額
給
付
金
の
給
付
の
た
め
に
、

美
馬
市
や
徳
島
県
が
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
や
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
迷
わ
ず
、

お
近
く
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
を

よ
そ
お
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
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平成21年4月から
国 民 健 康 保 険 税 の 仮 徴 収 が 始 ま り ま す
～特別徴収（年金からの天引き）を選択した方へ

平成21年４月から「仮徴収制度」が始まります。月ごとの徴収額が異なることとなりますので、ご注意く

ださい。

★仮徴収の対象となる方へは、個別に通知します。

■対象者
１．世帯主が国民健康保険の加入者である。

２．世帯の国民健康保険の加入者が全員65歳以上75歳未満である。

３．対象となる公的年金が年額18万円以上で国民健康保険税と介護保険料の合計が年金受給額の２分の１

以下である。

※年度の途中で加入者に異動があった場合や国民健康保険税額が変更された場合、従来の納税通知書(納付

書)または口座振替による納付制度となることがあります。

■例として、平成21年度の国民健康保険の年税額が150,000円とすると、次のように徴収され

ることとなります。

【問い合わせ先】税務課緯 碓52５６０２
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右のグラフは全国の集計における、「１日の睡眠時間」

と「教科の平均正答率（％）」の関係を表したものです。

●小学６年生の傾向

全教科を通して８時間以上９時間未満の睡眠をとる

児童の正答率が高い傾向が見られます。睡眠時間と国

語（知識）問題の平均正答率をみてみると

8時間以上9時間未満の睡眠をとる児童 67.8％

10時間以上睡眠をとる児童 58.4％

6時間より少ない児童 55.0％

●中学３年生の傾向

全教科を通じて６時間から８時間程度の睡眠をとる

生徒の平均正答率が高い傾向が見られます。睡眠時間

と数学（知識）問題の平均正答率をみてみると

7時間以上8時間未満の睡眠をとる児童 66.1％

10時間以上睡眠をとる児童 44.9％

6時間より少ない児童 62.3％

このことから適度な睡眠時間と学力は密接な関係に

あることがうかがえます。子どもたちの生活のリズム

がくずれていませんか。生活のリズムを整える重要な

要素は、定時の食事、早寝・早起き、質のいい睡眠（睡

眠時間の確保）です。子どもの能力を発揮できる望まし

い環境づくりは周囲の大人の大切な役目です。

今後とも、学校・家庭・地域が一体となった取り組み

を進めますので、ご協力をお願いします。

●問い合わせ先 教育委員会教育研究所 緯 碓63２５４０

基本的生活習慣と学力
～全国学力・学習状況調査の結果～

昨年４月に実施された「全国学力・学習状況調査」では、小学

６年生と中学３年生を対象に、国語と算数・数学について、知識

問題と活用問題および生活習慣などの調査が行われました。こ

の調査結果から、次のような子どもの学力が高いことがわかり

ました。

・朝食を毎日食べている

・毎日同じぐらいの時刻に起きたり、寝たりしている

・１日の睡眠時間は小学生は８時間以上、９時間より少ない

中学生は６時間以上、８時間より少ない（多過ぎず、少な過ぎず）

・テレビやビデオ、ＤＶＤを見たり、テレビゲームをしたりする時間が短い

・学校に持っていく物を、前日か、その日の朝に確かめている

・身の回りのことは、できるだけ自分でしている
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調査の結果から、美馬市の小学生9.0％、中学生

3.0％がいじめを受けていると感じています。

いじめの内容は、小・中学生ともに「悪口や冷や

かし」が多く、小学生で38.5%、中学生では48.2%

を占めています。さらに最近では、パソコンや携

帯の掲示板等に悪口を書いたり、おどしのメール

を送ったりする「ネット上のいじめ」が増える傾向

にあります。

また、いじめられたときに相談する相手として、

小・中学生ともに多かったのは「保護者・家族」で

す。改めて家庭の大切さがわかりました。しかし

ながら、「誰にも相談しない」と回答した小・中学

生も多く、私たち大人の取り組み方が今後の課題

といえます。

みんなの力でいじめをなくしましょう
～「生活及び学習に関するアンケート調査」結果から そのⅠ～

昨年12月に市内小学校５・６年生と中学校１・２・３年生、保護者を対象に、「生活等に関するアンケート

調査」を実施しました。その調査結果を「いじめ」「生活」「携帯電話」の項目で３回に分けて掲載します。

いじめを受けていると感じている児童生徒の割合

誰かに相談しましたか

今回の調査でいじめ等の相談機関の存在が保護者

の皆様にあまり知られていないこともわかりました。

次のような相談機関がありますので、何か気になる

ことがあればご相談ください。各機関とも秘密は十

分に守られます。

ネット被害に関する相談は

美馬警察署緯 碓52０１１０ つるぎ警察署緯 碓62３１１０

いじめ等に関する相談は

美馬市いじめ問題サポートライン 緯 ６３
（いじめなくして）

２５
にこっと

１１
いいひ

徳島県西部児童相談所 緯 碓55３ ３ ２ ３

青少年に関する相談は

美馬市青少年育成センター 緯 碓52３ １ ０ ８

美馬市生徒指導総合連携推進委員会

相談機関を知っていますか
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本物の舞台芸術体験事業が1月29日、穴吹

小学校で開かれ、同校児童や保護者約200人

が楽しみました。

東京ニューシティ管弦楽団60人のフル

オーケストラがカルメンなど11曲を演奏。

また、オーケストラの指揮体験や児童と共演

による校歌斉唱が行われました。指揮を体

験し「うまくいかなかった所もあったけど楽

しかった」と話していた佃真貴くんの小学生

最後のいい思い出となったことでしょう。

～本物の音楽に感性を磨く～
穴吹小学校

貞光工業高校の２・３年生17人が２月17

日、岩倉小学校６年生33人に出前授業を行

いました。

環境学習とものづくり講座に別れ授業が

行われ、環境学習では、高校生が二酸化炭素

による温室効果の仕組みなどを説明。小学

生は手回し発電で豆電球を点灯させるなど

実験を行いました。また、ものづくり講座で

は輪ゴムを動力とした機械を一緒に作り、科

学の面白さを小学生に伝えました。

～高校生を教師に科学の楽しさを学ぶ～
岩倉小学校

厄をはらい五穀豊穣を願う伝統行事「御的

射」が２月８日、穴吹町口山の白人神社で行

われました。

御的射は、平安末期から今に伝わる伝統行

事で、かみしも姿の４人の射手が、竹を組ん

だ中央に「鬼」と書かれた的（約30㎝）をめ

がけて矢を放ち、「鬼」を射ることで厄をはら

う神事です。

約20ｍ先の的に矢が当たるたびに、訪れた

人たちから大きな歓声が上がっていました。

～五穀豊穣を願う矢を放つ
御的射（おまとい）白人神社～

2009人権フェステイバルが、2月22日、う

だつアリーナで開かれ、市民ら350人が参加

しました。

会場では、脇町の教育集会所で学ぶ教室生

の作品展示や芸能発表、樫ヶ丘育成園や地域

活動支援センターまいかの皆さんによる音楽

発表が行われました。市では、人権問題解決

の拠点として、教育集会所を中心に人権啓発

を推進しており、人権フェスティバルは、そ

の成果を発表する機会になっています。

350人が交流
～2009人権フェスティバル～
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第４回美馬市スポーツ少年団駅伝大会が１月25日、

美馬町の吉野川河川ふれあい広場で開かれました。

市内外から野球やサッカー、バレーボールなどの31

チーム（約330人）が参加し、昨年完成した同広場ラン

ニングコース約10㎞ を９区間でリレー。子どもたちの

元気いっぱいの走りに、沿道からは大きな声援が送ら

れていました。また、保護者チームも４チーム参加し、

懸命の走りで大会を盛り上げました。

各部の上位入賞チームは下表のとおりです。

～元気いっぱい たすきリレー～

樫尾一灯さん（樫尾保・西谷）が、

美馬市をイメージとした「まほろばの

丘」と題した曲を創られました。

樫尾さんは現在90歳。10年前から、

いつまでも元気で過ごしたいと曲作り

を趣味とされ、今回、ふるさと美馬市

の豊かな自然や歴史香る文化、温かい

人情味などを曲に込め、作詞作曲され

ました。

興味をお持ちの方は、秘書広報課で

テープと歌詞をお預かりしていますの

で、お問い合わせください。

～美馬市をイメージした歌を作詞作曲 樫尾一灯さん～

「
ま
ほ
ろ
ば
の
丘
」

詞
曲

樫
尾
一
灯

山
並

遙
か

剣
の
山
よ

嶽
の

雫
の

清
水
は

絵
に
も

書
け
な
い

山
間
潜
り

民
の

暮
ら
し
や

幸
せ
抱
い
て

ふ
れ
あ
い

お
里
へ

お
嫁
入
り

あ
あ

ま
ほ
ろ
ば
に

星
が
降
る

古
遠
く

昔
を

手
繰
り
や

誉
れ

名
高
き

池
月
や

う
だ
つ

町
並
み

お
江
戸
が
匂
う

皆

行
こ
う
よ

相
合
傘
で

オ
デ
オ
ン

桟
敷
も

呼
ん
で
い
る

あ
あ

ま
ほ
ろ
ば
よ

わ
が
郷
よ

吉
野
の

川
に

尋
ね
て
見
れ
ば

仲
を

取
り
持
つ

触
れ
あ
い
の

橋
を
渡
れ
ば

新
茶
の
薫
り

歳
が

明
け
た
ら

隣
の
村
え

私
を

待
っ
て
い
る

彼
が
い
る

あ
あ

ま
ほ
ろ
ば
に

幸
が
降
る

（
一
番
二
番
三
番

抜
粋
）

保 護 者 の 部女 子 の 部男 子 の 部区間

（ 岩 倉 ポ パ イ ズ ）高岡 浩二（加茂エンジェルス）槙山夕華梨（ 貞 光 ク ラ ブ ）森下 天１区

（SC美馬インパルス）井川 泰治（貞光ミニバスケットボールクラブ）村田 佳那（江南パワーズＡ）佐藤 昌弘２区

（SC美馬インパルス）山下 浩二（穴吹レッドファイターズ）野口 夏美（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ）桑田 泰介３区

（ 岩 倉 ポ パ イ ズ ）三宅 真二（岩倉ビクトリーズＡ）木下 佳奈（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ）岸 悠樹４区

（ 江 南 パ ワ ー ズ ）篠原なおみ（岩倉ビクトリーズＡ）平田 博子（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ）前田 瑞希５区

（SC美馬インパルス）石田 幸市（穴吹レッドファイターズ）西村 実夏（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ）石山 竜也６区

（SC美馬インパルス）藤澤 誠（穴吹レッドファイターズ）中川 真奈（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ）篠原 魁都７区

（SC美馬インパルス）重本 浩孝（加茂エンジェルス）森下みなみ（脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ｂ）松岡 翔８区

（SC美馬インパルス）大塩 洋史（穴吹レッドファイターズ）長岡 優（重西ライオンズ）板東 崇雅９区

男 子 の 部

脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ａ優 勝

貞 光 ク ラ ブ準優勝

岩 倉 ポ パ イ ズ Ａ３ 位

脇町桜ヶ丘スポーツ少年団Ｂ４ 位

江 南 パ ワ ー ズ Ａ５ 位

三 島 ス ポ ー ツ 少 年 団６ 位

女 子 の 部

穴 吹 レ ッ ド フ ァ イ タ ー ズ優 勝

加 茂 エ ン ジ ェ ル ス準優勝

保 護 者 の 部

S C 美 馬 イ ン パ ル ス優 勝
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１月28日から２月25日まで開かれた華道展「うだつ

をいける」は、吉田家住宅の年間来場者数を超える1万

1,711人の方が来場しました。

会期中は、フラワーアレンジメント教室や脇町出身

のバリトン歌手鈴木健司さんを招いてのミニコンサー

トなど、様々なイベントを開かれ、多くの人に花と文化

のコラボレーションを楽しんでいただきました。

花木の提供やボランティアスタッフなど、市民の皆

さんや河野メリクロンさんのご協力で、県内外から多

くの方が訪れました。誠にありがとうございました。

～華道展うだつをいける 来場ありがとうございました～

地域や家庭での「食育」を広げることを目的に、第２

回みまっこ食育祭が２月８日、うだつアリーナで開か

れました。

会場前では、生活改善グループによる地元産品を

使った試食コーナーや農産物直売が行われ、市民の皆

さんへ美馬市産食品の質の高さをアピール。食育を全

国で推進している木村まさ子さんの講演では「いただき

ます、ごちそうさま、おいしいは、料理や作物の作り手

に感謝の心を表す素晴らしい文化。食事の際には必ず

声に出して言って欲しい。」と訴えかけました。

～ 食の大切さを感じる みまっこ食育祭 ～

▲美馬市第一号の観光大使となった假屋崎さん

▲参加者に食育の大切さを訴える木村さん

２
月
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、
樫
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▲山本三重子さん ▲樫尾治幸団長
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美馬市では、平成17年度より県内最古の寺院跡である郡里廃寺跡の発

掘調査を継続して実施しており、これまでに寺域の範囲や金堂などが明ら

かとなっています。

平成20年度の調査では、寺院の中心にある塔跡の基壇（塔を建てる基

礎の盛土）の規模・構造を把握することができました。塔は非常に重量の

ある建造物なので、塔を建築する際に基壇となる部分の地面を掘り、その

部分に土を入れ、堅く突き固めることで地盤を強化します。これを掘り
ほ

込
こ

み地業といいます。この範囲が確認されたことで、塔の基壇が一辺約11.5ｍであることが確認され
ちぎょう

ました。また、塔の中心ある心柱の礎石（心礎）のみは基壇下にあり、心礎を当時の地表面に設置し

た後に、土を堅く突き固めながら高く盛って基壇を築いたことが明らかとなりました。

出土遺物としては、鴟尾という屋根の頂上の両端を飾る特殊な瓦も出土しています。これは寺院
し び

の中でも本尊を安置する金堂や講義・説経などを行う建物の講堂などにしか、ふかれない瓦であり、

この瓦の出土によりこれらの建物が存在したことが裏付けられます。また、鴟尾は県内では郡里廃

寺跡でしか出土していない非常に貴重な瓦でもあります。

次年度の発掘調査では、塔の柱跡の配置の確認や、講堂の捜索などを予定しています。今後の調査

で郡里廃寺跡の姿が次第に明らかとなっていくことが期待されます。

郡里廃寺跡（平成20年度発掘調査成果）

こうざとはい じ あと

美馬の歴史と文化 ８

市 有 地 を 売 却 し ま す

◆物件１ （旧脇町勤労者プール跡地） ◆物件２ （旧穴吹公民館跡地）

◆購入申込受付期間 ４月６日（月）～９月30日（水）８時30分～17時（ただし土・日・祝日等の閉庁日を除く）

※最初に申込みされた方を契約相手とします。ただし、同日に申込みがあった場合はくじにより決定します。

※契約資格の確認を要する場合は、契約相手方として決定を保留することがあります。

◆申込・問い合わせ先 契約管財課緯碓52８００８ 美馬市公式ホームページにも掲載しています。

所 在 地 脇町大字猪尻字西ノ久保6番8

面 積 1,701.92㎡（約515坪）

地 目 宅 地

最低売却価格 41,697,000円

所 在 地 穴吹町穴吹字盤若44番地1

面 積 1,235.86㎡（約374坪）

地 目 宅 地

最低売却価格 29,661,000円

▲発掘調査で確認した塔心礎
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指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て

現在、美馬市では一部の施設において、指定管理者制度を導入しています。今年度末で指定期間の終了する

施設、また新たに制度を導入する施設について、次のとおり指定管理者を決定しました。

●指定管理者制度とは

多様化する住民ニーズに効果的・効率的に対応するため、公の施設の管理に民間活力を導入し、住民サービ

スの向上や経費の縮減などを図ることを目的として導入された制度です。

●指定期間終了により再募集した施設

○公募施設

施 設 所 在 地指 定 管 理 者施 設 名

脇町田上519田上自治会田 上 集 会 所

脇町字拝原170-1芳越集会所管理運営協議会芳 越 集 会 所

脇町字小星543-1小星集会所管理運営協議会小 星 集 会 所

脇町大字脇町字東城山1718-2城山集会所管理運営協議会城 山 集 会 所

脇町字曽江名359-92新田自治会新 田 集 会 所

脇町字西俣名1145-1清水生活改善センター管理運営協議会清 水 生 活 改 善 セ ン タ ー

脇町岩倉2936-2岩倉自治会岩 倉 農 業 担 い 手 セ ン タ ー

脇町字西俣名120-5広棚自治会廣 棚 生 活 改 善 セ ン タ ー

脇町字東赤谷名410-2椚野自治会椚 野 生 活 改 善 セ ン タ ー

脇町字井坪19-1東大谷集会所管理運営協議会東 大 谷 集 会 所

脇町字梨子木204-2梨子木自治会梨 子 木 集 会 所

脇町字宮ノ尾12-2中八自治会中 八 集 会 所

脇町字西赤谷2961-2貞安自治会貞 安 集 会 所

脇町字西俣名699-6夏子自治会夏 子 集 会 所

脇町字東俣名581古屋敷自治会古 屋 敷 集 会 所

指 定 期 間指 定 管 理 者施 設 名

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

社団法人

美馬市シルバー人材センター

美馬市脇町大字脇町1265番地1

美 馬 市 脇 町 老 人 福 祉 セ ン タ ー

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

社団法人

美馬市シルバー人材センター

美馬市脇町大字脇町1265番地1

（ 新 町 公 園 ）

（ 多 目 的 体 育 館 ）

（温水利用型運動施設）

美馬市都市公園

〃

〃

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

有限会社

木屋平村物産センターたぬき家

美馬市木屋平字川井25番地4

木 屋 平 特 産 物 販 売 セ ン タ ー

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

ＡＭＥＭＢＯ

美馬市美馬町字境目39番地10
美馬市吉野川河畔ふれあい広場

○非公募施設

下記の集会施設等の指定期間は平成21年４月１日から平成26年３月31日までの５年間

●新たに指定管理者制度を導入する施設

○公募施設

指 定 期 間指 定 管 理 者施 設 名

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

美馬郡和牛改良組合

美馬市美馬町字天神116番地3
空 野 放 牧 場

平成21年4月01日から

平成24年3月31日まで

（３年間）

株式会社

図書館流通センター

東京都文京区大塚三丁目4番7号

美 馬 市 立 脇 町 図 書 館
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施 設 所 在 地指 定 管 理 者施 設 名

脇町野村4574-3野村集会所管理運営協議会野 村 集 会 所

脇町字井口402-1井口自治会井 口 集 会 所

脇町助松1299-1助松自治会助 松 集 会 所

脇町字曽江名873曽江生活改善センター管理運営協議会曽 江 生 活 改 善 セ ン タ ー

脇町新町327新町自治会新 町 集 会 所

脇町馬木903-1馬木自治会馬 木 集 会 所

脇町別所2772-1別所集会所管理運営協議会別 所 集 会 所

脇町字川原柴230-2中ノ谷集会所管理運営協議会中 ノ 谷 集 会 所

脇町字平帽子919-4平帽子多目的営農施設管理運営協議会平 帽 子 多 目 的 営 農 施 設

脇町川原町字西サキ4755-16川原町自治会川 原 町 集 会 所

脇町字東山1646-2上の原自治会上 の 原 集 会 所

脇町字西大谷205西大谷集会所管理運営協議会西 大 谷 集 会 所

脇町大字脇町字佐尾原1513佐城自治会佐 城 集 会 所

脇町大字北庄793伏飛自治会伏 見 集 会 所

脇町大字北庄946-4原自治会原 集 会 所

脇町大字猪尻字土井84土井自治会土 井 集 会 所

脇町字西赤谷2255-24棚田集会所管理運営協議会棚 田 集 会 所

脇町大字北庄198柴床集会所管理運営協議会柴 床 集 会 所

脇町大字猪尻字西上野325-2西上野集会所管理運営協議会西 上 野 集 会 所

脇町字段212段自治会段 集 会 所

脇町字上中野336上中野自治会上 中 野 集 会 所

脇町字拝原2011-1拝中集会所管理運営協議会拝 中 集 会 所

脇町字東俣名923-2御所野自治会御 所 野 集 会 所

脇町字西俣名434-2宮井自治会宮 井 集 会 所

脇町字東赤谷名736阿串自治会阿 串 集 会 所

脇町字東赤谷名136-3赤谷自治会赤 谷 集 会 所

脇町字西赤谷1508藤川自治会藤 川 集 会 所

脇町字西赤谷2144釜の池自治会釜 の 池 集 会 所

脇町字拝原697美奈弥生活改善センター管理運営協議会美 奈 弥 生 活 改 善 セ ン タ ー

脇町字東赤谷名992冬畑自治会冬 畑 集 会 所

脇町字西赤谷2005，2006中熊自治会中 熊 集 会 所

脇町字東赤谷名187-2黒北集会所管理部会黒 北 集 会 所

脇町字小星269小星農産加工施設管理運営協議会小 星 農 産 加 工 施 設

脇町別所3538-1別所浜農産加工施設管理運営協議会別 所 浜 農 産 加 工 施 設

脇町大字猪尻字古作61-3古作自治会古 作 農 産 加 工 施 設

脇町大字猪尻字庄61庄自治会庄 農 産 加 工 施 設

脇町字下大滝64-1大谷直売所運営協議会大 谷 直 売 市 場 （ 直 売 所 ）

脇町字横倉252-2中ノ谷農産加工施設運営協議会中 ノ 谷 農 産 加 工 施 設

脇町木ノ内3781-1木ノ内農産加工施設管理運営協議会木 ノ 内 農 産 加 工 施 設

穴吹町口山字西谷395-1-1西谷自治会コ ミ ュ ニ テ ィ 西 谷 集 会 施 設

穴吹町口山字馬内61馬内地区管理組合馬 内 地 区 集 会 所

穴吹町穴吹字盤若1-12大平台自治会大 平 台 集 会 所

穴吹町口山字梶山56梶山自治会梶 山 多 目 的 集 会 施 設

穴吹町口山字平野68平野自治会平 野 多 目 的 研 修 集 会 施 設

穴吹町口山字仕出原215仕出原自治会仕 出 原 多 目 的 研 修 集 会 所

穴吹町口山字西山707西山自治会中 西 多 目 的 集 会 施 設

穴吹町穴吹字魚帰39-4藤ノ本味噌生産組合穴 吹 み そ 加 工 所

木屋平字今丸155今丸自治会今 丸 集 会 所

木屋平字大北350-1大北自治会大 北 集 会 所

木屋平字櫟木43-2櫟木自治会櫟 木 集 会 所

木屋平字川上199川上自治会川 上 集 会 所

木屋平字八幡76八幡自治会八 幡 集 会 所

木屋平字太合397-2太合集会所管理運営協議会太 合 集 会 所

木屋平字川井231木屋平農産物加工組合川 井 農 産 加 工 施 設

※非公募とした理由 施設の設置目的、性格、規模等により、地元の団体によって管理運営することが、効率的で設置目的を効

果的に達成できると判断し、非公募としました。
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※1「子ども」とは中学生以下の児童、生徒および幼児、または特別支援学校高等部の生徒

※2「大人」とは、高校生以上の生徒、学生および社会人

※3「ＡＷ」における個人活動中の傷害保険事故の場合には、日射・熱射病および細菌性食中毒は対象外

●申込み・問い合わせ先 （財）スポーツ安全協会徳島県支部緯０８８ 655３６６０

●夕暮れ時や夜間、雨天時に外出するときは、白色の服装

や反射材を身につけましょう
反射材は美馬警察署、つるぎ警察署でも配布しています。

●道路を横断するときは、十分な安全確認を！
物陰から絶対横断しない。車が気づくだろうは危険！

自分の身は自分で守りましょう。

●車の運転者は、早めにライトを点灯しましょう
自分も相手も気づきやすくなり事故を防止します。

●車に乗ったら必ず全席でシートベルトを締めましょう
後部座席のシートベルトを忘れないように！

●飲酒運転は絶対やめましょう
二日酔い運転による早朝の事故や検挙者が増加しています。

翌日のために適切な酒量を守り、十分な休息をとりましょう。

交通死亡事故が
多発しています！

全国ワースト１位（徳島県）
・人口10万人当たり死者数

・車両１万台当たりの死者数

今年に入り、徳島県内で交通死亡事故

が多発し、３月１日現在、すでに10人の

尊い命が失われています。

一人ひとりが交通安全に心がけ、自分

の身は自分で守りましょう。

平成21年度の「スポーツ安全保険」の加入受付が始まりました。スポーツ活動や文化活動、ボラン

ティア活動などを行う５人以上の団体が対象です。加入して、万一のケガや事故に備えましょう。

年金掛金や加入区分が昨年度と変わっていますのでご注意ください。

申込受付 平成21年３月1日～ 保険期間 平成21年４月１日～平成22年３月31日

スポーツ安全保険に加入しましょう

共 済
見舞金

賠償責任保険
てん補限度額
（免責金額なし）

傷 害 保 険 金 額

年間掛金
（1人当たり）

加入

区分
対象となる団体

通 院
（日額）

入 院
（日額）

後遺障害
（最高）

死 亡

突然死

180万円

○１事故５億円
○身体賠償１人１億円

1,500円4,000円3,000万円2,000万円600円Ａ１
中学生以下の子どもの
団体活動全般（スポー
ツ・文化・地域活動）

子

ど

も

○１事故５億500万円
○身体賠償１人１億500万円

2,000円5,000円3,150万円2,100万円
1,150円ＡＷ

中学生以下の子ども
（下段は個人活動中の
事故の場合の補償額） 対象外○１事故500万円500円1,000円150万円100万円

突然死

180万円

○１事故５億円

○身体賠償１人１億円

1,500円4,000円3,000万円2,000万円600円Ａ２
成人の文化・ボラン
ティア・地域活動・応
援準備・片付けなど

大

人

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,600円Ｃ
成人のスポーツ活動
スポーツ活動の指導

1,000円2,500円1,500万円1,000万円1,100円ＡＣ
子どものスポーツ活動
の指導限定

1,000円1,800円900万円600万円800円Ｂ
65歳以上の方のスポー
ツ活動

1,000円1,800円750万円500万円9,000円Ｄ
危険度の高いスポーツ
活動

全
年
齢
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図 書 館 だ よ り

穴吹図書館 緯 碓52１１００

●ポトスライムの舟

／津村記久子

第140回芥川賞受賞作

お金がなくても、思いっきり無理を

しなくても、夢は毎日育ててゆける。

契約社員ナガセ29歳、彼女の目標は、

自分の年収と同じ世界一周旅行の費用

を貯めること、総額163万円。

新しく入った本

●児童書・絵本

いただきバス（大きな絵本）／藤本ともひこ

おやつのケーキはひとつだけ？／竹下文子

オバマ ＹＥＳＷＥＣＡＮ！／エドワーズ ほか

●一般書

庚午の渦／乾荘次郎

楊令伝８／北方謙三

照葉ノ霧（居眠り磐音江戸双紙）／佐伯泰英 ほか

3～4月の行事予定

●おはなし会（ボランティアグループたんぽぽ）

3月14・28日、4月11日 14時～14時30分

●山魔の如き嗤うもの

／三津田信三

忌み山で人目を避けるように暮らし

ていた一家が忽然と消えた。村に残る

六地蔵様にまつわる奇妙な童唄、これは

見立て殺人なのか。刀城言耶が「見た」

ものとは…。

●完全恋愛／牧薩次

他者にその存在さえ知られない罪を

完全犯罪と呼ぶ。では、他者にその存在

さえ知られない恋は、完全恋愛と呼ばれ

るべきか？ 推理作家協会賞受賞の「ト

リックの名手」があえて別名義で書き下

した究極の恋愛小説＋本格ミステリー。

新しく入った本

●一般書

大蛇の棲む家／豊田慧

こぼれ花／下村芳男

ラットマン／道尾秀介

黒百合／多島斗志之 ほか

脇町図書館 緯 碓53９６６６

対戦相手会 場日 程

ロ ア ッ ソ 熊 本鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後1時キックオフ3月21日（土）

Ｆ Ｃ 岐 阜鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後2時キックオフ3月29日（日）

サ ガ ン 鳥 栖鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後7時キックオフ4月10日（金）

サッカーＪ２ 徳島ヴォルティス 2009ホームゲームの案内

◆入場等 ※小・中・高生はＡ席、Ｂ席共通で500円

Ａ席〔メインスタンド席〕 前売券 2,000円 当日券 2,500円

Ｂ席〔ゴール裏、バックスタンド席〕 前売、当日券とも 1,500円

◆問い合わせ先 ㈱徳島ヴォルティス 緯０８８672７３３９ http://www.vortis.jp/
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こんにちは皆さん。先月の記事で話した通り、日本人とオランダ人

は同じ人間で、気持ち的には全く一緒なのに、社会的・文化的には目立

つ違いが、いっぱいあると思います。今月の記事では、また、この二つ

の社会と民族の「変」な特徴を記述したいと思います。

日 本

①お手洗いを使うためだけにコンビニに入っても、普通はＯＫと言われ、出る時にも｢どうも有り難う

ございます。またお越しになって下さいませ｣とお礼を言われること……「なぜなぜ」と思いながら、

日本の店の素晴らしいサービスには今までずっと感動しています。

②銀行や郵便局のＡＴＭが夕方には使用中止になること……オランダのＡＴＭは年中無休24時間可動

なのに、日本のＡＴＭが夕方に使用中止になるということは、日本人は夜になるとお金を使わないと

いうこと？

③和式のトイレがまだ存在・新しく設置されていること……椅子みたいで、のんびりに座れる洋式トイ

レより、日本の伝統的なトイレの方が気持ちいいと思う人がいるのは、やっぱり私は想像できません。

トイレは、たくさん機能がついたぜいたくな物が一番いいんじゃないですか？

④成人向けの本がコンビニなど、どこでも子どもたちが手に取れるような場所に置いてあること……こ

れはオランダ人にとって考えられないことですよ！やっぱ、日本は自由な国ですね～。

⑤多くの日用品に意味の深い哲学的な英文が書いてあること……間違った英文で意味が全然通じない

ことは別にして、日用品と哲学的な話との関連は分かりません。このコピー用紙を使うと、本当に私

の「夢が叶う」のか？そして、この弁当箱を使うと明日の「朝焼けに虹の好きな熊が現れる」のか？

オランダ

①誰かとケンカをすると、解決をあまり考えず、自分が正しいと思う考え方を変えようとせず、ケンカ

が長期間続くことが多い……オランダ人はけっこう頑固だから、ケンカのきっかけは些細な事でも、

10年20年もの間、兄弟と全然連絡しないオランダ人は多いと思います。そんなオランダ人は、ケンカ

の解決を探すよりも自分の｢正しい｣考え方を相手に認めてもらうことが大事みたいです。

②誕生日パーティーの時、お客様が一つの大きい車座（輪）になって座ること……そうすると、中の一

人か二人の話しているだけで、ほとんどの人が黙っているままです。オランダ滞在の外国人達には英

語で「ＣＩＲＣＬＥ ＯＦ ＤＥＡＴＨ」（＝恐ろしい車座）と呼ばれています（静か過ぎるからですね）。

③新聞の配達人が自分のチップを要求してくること……毎年クリスマスの頃、新聞配達人がドアのベル

を鳴らして「一年間あなたの新聞を配達した者です」とチップを要求してきます。これと同じように、

タクシーの運転手もバーのドアマンも時々自分へのチップを要求してきます。

④友達と外食する時に、皆が自分の分だけを注文し、自分だけで食べて、自

分の分だけを払うこと……このやり方は英語で「ＧＯＩＮＧ ＤＵＴＣＨ」

（＝オランダ風にする）と言います。とても残念なことだと思います。皆で

いろんな違う物を注文し、皆と分けてチョコチョコと味見・試食するのは

大変楽しいのに。

⑤オランダ人が文句を言うのがとても上手で好きなので、知らない人と話す

時にも、笑い話ではなくて、文句の話しをする人が多いこと……「最近お

天気が暑くてダメだなー」「物価が高くなったなー」「オランダは小さくて

大変だなー」「このパーティーは盛り上がり過ぎてうるさいなー」「お金持

ちであるのは大変だなー」とか。ちなみに、私も「文句がとても上手だ」

と、時々パートナーに言われます。

レムコ・ライコフさん

変な日本人・変なオランダ人 ２

国際交流員レポート⑰
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２年前、中国中央テレビ（ＣＣＴＶ）のメインキャスターである白岩

松氏が15日間をかけて日本で取材し、日中両国民の相互理解と信頼を

深め、民間の良好的な交流を促進するために、日本の政治、経済、文化、

社会などの分野から「岩松が日本を見る」という大型番組を作成しまし

た。そして、24回に分けて、中国中央テレビの人気番組「東方時空」で放送され、広範囲にかつ客観的

に日本を中国国民に紹介しました。私は昨日、インターネットでそれらの内容を見て感動しました。私

も白岩松キャスターの紹介したとおり、中国は日本の環境、福祉、防災、高齢者の暮らし方などから学

ぶことがたくさんあると思っています。今回は日本の環境について自分の感想を話したいです。

ゴミの分類や決められた時間帯および場所に出すなどは日本の皆さんからみると、当たり前のことだ

と思われますが、白岩松キャスターの番組の中でも日本の家庭が普段の生活で行っているゴミの出し方

を紹介していました。確かに、日本の素晴らしい環境は単なる国の法律や行政の行動だけではなく、国

民一人一人の参加と普段の生活の中で、一つ一つ小さいことを実行することからこそ、今日の結果と

なったのではないのでしょうか。中国がいい環境を作るためには、日本の国民のように、全国の中国国

民もみんな自ら一緒に行動をしなければならないと思いました。

今回、国際交流員として美馬市に来る恵まれた機会を得ました。市役所から与えられた仕事以外にも

時間を大切にしていきたいと思って、日本の農業、環境などをいろいろ勉強しました。美馬市のクリー

ンセンター、下水処理場、民家の浄化槽、廃食油のリサイクルなどをいずれも２回以上見学しました。

現場を見ながら、いろいろなことを聞いてみると、日本国民は家庭ゴミを分類して出すことだけではな

く、家庭からの排水や廃油もきちんと処理することで環境にやさしい取り込みをたくさん行っているこ

とが分かりました。私も中国でどうやって食品の売れ残りや食べ残しを有効

利用するかについて研究をしていましたが、その中で廃油をどう処理するか

に大変苦労させられました。日本の家庭でも油を直接下水道に流すと配管が

詰まったり、浄化槽でうまく処理できなくなったりする恐れがあると専門の

方から聞きました。先日、見学に行った会社は徳島県内の一部会社や家庭か

ら廃食油を回収して、車の燃料であるバイオディーゼルを製造しています。

これは代表社員の方から紹介されたとおり、一石二鳥の取り組みだと思って

いますが、もっと多くの家庭も参加し、台所からの廃食油をゴミと一緒に捨

てずに、瓶に回収して、ゴミの出し方と同じで、決められた時間と場所に出

したらいいのではないかと感じました。

魏 紅 江さん
ギ コウ コウ

日本の素晴らしい環境への
取組みから思ったこと

国際交流員レポート⑪

対戦相手会 場日 程・開始時刻

阪 神 タ イ ガ ー ス ２ 軍アグリあなんスタジアム午後１時３月14日（土）

紀 州 レ ン ジ ャ ー ズ蔵 本 運 動 公 園午後２時３月18日（水）

四国・九州アイランドリーグ徳島インディゴソックスホームゲームの案内

◆問い合わせ先 徳島インディゴソックス球団㈱ 緯０８８692１９４５
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１級および単一等級の合格者に

は厚生労働大臣、２級および３級

の合格者には徳島県知事から合格

証書が交付され、「技能士」と称す

ることができます。

とき・ところ

６月から９月にかけて、実技試

験と学科試験が県内各会場で実

施されます。

職 種 園芸装飾など29職種

申込み ４月２日～15日に、徳島

県職業能力開発協会、鳴門地域

職業訓練センター、牟岐町商工

会で受付します。

●問い合わせ先

徳島県職業能力開発協会

緯０８８ 663２３１６

タクシー内での受動喫煙などに

よる健康被害を防ぐため、４月１

日から徳島県内のタクシー内は全

面禁煙となります。

これは、健康増進法に基づき、

徳島保健所と県内タクシー事業所

の協力のもと行われるものです。

喫煙される利用者の方には、ご

理解とご協力をお願いします。

受験資格 昭和55年4月2日以降

に生まれた者

受付期間 ４月１日～10日

一次試験 ５月17日（日）

詳しくは、下記の事務室にお問

い合わせください。

●問い合わせ先

中国・四国地区国立大学法人等職

員採用試験実施委員会

緯０８２ 424５６１６
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４月１日から徳島県内の
タクシーは禁煙となります

国立大学法人等職員
採用試験のお知らせ
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子どもの人権について、相談所

が開設されます。悩みや疑問があ

る方は、この機会にご相談くださ

い。秘密は固く守られます。

と き ３月26日（木）

９時～12時

ところ 脇町老人福祉センター

美馬文化会館

三島会館

木屋平総合支所

●問い合わせ先

徳島地方法務局美馬支局

緯 碓52１１６４

幹部候補生とは、陸上・海上・

航空自衛隊の中枢を担う人材を養

成するコースです。

受付期間 4月１日～5月12日

募集内容

煙一般幹部候補生

一般要員 陸・海・空自衛隊

飛行要員 海・空自衛隊

音楽要員 航空自衛隊

煙技術幹部候補生 海上自衛隊

応募資格

日本国籍を有し平成22年4月1日

現在、次のいずれかに該当する者

①22歳以上26歳未満の者

②大学院卒業28歳未満の者

③大学卒業または見込みの者で

20歳以上22歳未満の者

試 験 5月16・17日

初任給の月額（平成21年4月1日現在）

大 学 卒：214,900円

大学院卒：232,000円

（採用時の給与は、採用予定者の

学歴・職歴等により異なります）

※詳しくは、自衛隊徳島地方協力本部

にお問い合わせください。

●問い合わせ先

自衛隊徳島地方協力本部

緯０８８ 623２２２０

みんなの力で社会の敵、暴力団

を追い出し、明るい街をつくりま

しょう。

暴力団を「利用しない」

全てを金づるにする。それが暴

力団の姿勢です。

暴力団を「恐れない」

恐れは誤ったイメージから。恐

れは暴力団を助長させます。

暴力団に「金を出さない」

金が「腐れ縁の元」。暴力団を支

援・容認することになります。

●問い合わせ先

美馬警察署 緯碓52０１１０

つるぎ警察署緯碓62３１１０

技能検定は、職業能力開発促進

法に基づいて、技能者の皆さんが

持っている技術の程度を検定し、

公証する国家検定制度です。

相 談

場 所日 時

穴吹農村環境改善センター
04月02日（木）

午後01時30分～3時
05月07日（木）

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー
（デイサービスセンター池月苑隣）

03月21日（土）
午前09時30分～11時

04月18日（土）

脇 町 老 人 福 祉 セ ン タ ー
03月18日（水）

午前10時～11時30分
04月15日（水）

つ る ぎ の 里未定（社協までお問い合わせください）

参加対象者は、０歳から就学前の子どもとその保護者。妊娠中の

人も参加できます。参加費は、子ども一人につき１回100円（おやつ、

材料代等）です。気軽に参加してください。

●申込・問い合わせ先 美馬市社会福祉協議会緯 碓53７４３２

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”

『ふれあい子育てサロン』の案内

お知らせ

「子どもの人権
なんでも相談所」の開設

自衛隊幹部候補生募集

暴力に負けるな
ひるむな街ぐるみ

平成21年度前期技能検定
試験実施のお知らせ

善意銀行

次の人から美馬市社会福祉

協議会に善意が寄せられまし

た。（敬称略）

香典返し寄付金

藤原 利明（突出）

伊東 英二（土ヶ久保北）

寄付金

平尾 茂（田方）

善意銀行では、香典返し寄

付金について、自治会活動費

として助成金（香典返し寄付

金の半額）を交付しています。

善意のご芳志ありがとうご

ざいました。
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月以降に供用を開始する地域（平

成21年度は美馬町喜来地区、穴吹

町明連および穴吹町舞中島の一

部）の皆さんで、下水道施設を使

用することができる日から１年以

内に、加入金の完納および排水設

備工事（宅内の配管等の工事）の

完了を条件に交付します。申請の

手続き等、詳しくは下水道課にお

問い合わせください。

●申込み・問い合わせ先

下水道課緯 碓52８０３０

経済的な理由や災

害・失業により、保

険料を納めることが

困難なときは、申請

し承認されると保険

料が特例免除されます。免除期間

は、保険料を納付していなくても

将来年金を受けるときに全額を納

めたときの３分の１として計算さ

れます。また、免除承認期間は障

害年金や遺族年金の支給期間とさ

れます。

手続きに必要なもの

①年金手帳

②認め印

③失業しているかたは失業してい

ることがわかる公的機関の証明

書（雇用保険受給資格者証・雇

用保険被保険者離職者証など）

申請場所

社会保険事務所、保険年金課

追納のすすめ

保険料を免除した場合、10年以

内なら免除を受けた期間の保険料

を納めることができ、追納分が老

齢年金の年金額に算入されます。

ただし、３年後以降に追納すると

加算金が発生するためご注意くだ

さい。

●問い合わせ先

阿波半田社会保険事務所

緯碓64３１２８

保険年金課緯碓52５６０１

市では、地域子育てセンター事

業の一環として、保育所・幼稚園

に入所していない１歳から４歳ま

での幼児を対象に、園庭開放や育

児相談・交流を市内２保育所で

行っています。子育て中の皆さん

も子どもたちと一緒に交流しませ

んか。参加をお待ちしています。

※飛び入りイベントも順次計画してい

ます。楽しみにしていてくださいね。

開催日時 毎月第２・第４木曜日

９時30分～11時

○ひよこルーム

脇町保育所緯 碓52１４９２
※幼児の名前（ふりがな）、生年月日、

保護者氏名、住所、電話番号、郵便

番号を記入し官製ハガキで申込く

ださい。

○なかよし広場

美馬第二保育所緯 碓63４７９３

※電話でお問い合わせください。

国民年金

国民年金保険料の
退職（失業）による特例免除

児童福祉

ひよこルーム
なかよし広場の参加者募集
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19年産から

米・麦・大 豆

などの農産物

を生産する担

い手（認定農

業者、特定農

業団体等）を対象に、当年の収入

額が標準的な収入額を下回った場

合に、その９割を補てんする「収

入減少影響緩和対策」が実施され

ています。

加入できる方

米の生産調整を実施している担

い手の方

加入手続

・４月１日からの水田経営所得安

定対策の加入申請の際に、対象

品目の生産予定面積を申告する

だけで加入できます。

申請受付期間 ４月１日～30日

申請に必要な物

①除外申請書

②申請農地の全部事項証明書

（謄本）

③申請農地の公図

④申請農地の位置図（住宅地図等

のコピーなど）

⑤申請農地の付近を撮った写真

（２～３方向から撮ったもの）

⑥その他添付すべき書類（建物等

の配置図、平面図、排水放流先

の経路図等）

●問い合わせ先

農政課緯 碓52２６３３

平成21年４月から、下水道施設

の早期接続の推進を図るため、３

万円の奨励金を交付します。

奨励金の対象者は、平成21年４

・拠出金については、加入手続終

了後、農政事務所等で算定した

額を７月３１日までに指定され

た口座に入金してください。

●問い合わせ先

徳島農政事務所 地域第二課

緯０８８３碓25３１３１

無断で農地を農業以外の用途に

利用しているケースが増えていま

す。農用地区域内の農地を、農地

以外に利用する場合は、農業委員

会へ転用の申請をする前に、農用

地区域から除外する手続きが必要

です。

農地以外に利用する例としては、

住宅、資材置場、駐車場、倉庫等

の施設、山林への転化（植林）な

どがあります。このような転用を

計画されている方は、申請をして

ください。申請書は、農政課に備

え付けています。

救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日54/（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院金203/

（貞）６２-２００３北 川 医 院月6（脇）５３-８８１１和 田 整 形 外 科 医 院土21
（貞）６２-２０６４古 城 医 院火7（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日22
（貞）６２-２０５３谷 病 院水8（脇）５３-８１０５市 橋 内 科 医 院月23
（貞）６２-５１６６田 村 医 院木9（脇）５２-１２１５大 島 病 院火24
（貞）６２-２０１２永 尾 病 院金10（脇）５２-１４１０高 田 医 院水25
（貞）６２-５０５５林 眼 科土11（脇）５３-６０１１と し ま 小 児 科木26
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日12（脇）５２-１２５８成 田 病 院金27
（半）６４-２０８８大 久 保 医 院月13（脇）５５-０３２１成 田 ク リ ニ ッ ク土28
（半）６４-２１１１武 原 外 科 整 形 外 科 医 院火14（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日29
（美）６３-３１７１木 下 （ 雅 ） 医 院水15（脇）５２-１５２９脇 町 中 央 医 院月30
（美）６３-２０２６真 鍋 病 院木16（脇）５２-２５８３桜 木 病 院火31
（美）６３-２００１佐 々 木 医 院金17（脇）５３-２５５２おおた整形外科クリニック水14/

（美）６３-２２４５木 下 内 科 循 環 器 科土18（穴）５２-１２４３国 見 医 院木2
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日19（穴）５３-８５３０平 野 整 形 外 科金3

（穴）５２-２３０３峯 田 病 院土4

米・麦・大豆を
生産している農家の皆さまへ

収入減少影響緩和対策

農 業

農用地区域からの
除外申請の受付について

下 水 道

公共下水道・農業集落排水
施設の接続推進奨励金交付
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清流句会（穴吹公民館俳句教室）

では、新入会員を募集しています。

俳句は日本が世界に誇る文学で

す。今まで見過ごしてきた自然や

風景に目を向け、観察しながら、

一緒に俳句を作りませんか。清流

句会は初心者の集まりで、どなた

でもご参加いただけます。お申し

込みをお待ちしています。

開講日 毎月第２木曜日

13時30分～16時

ところ 穴吹公民館

（市役所穴吹庁舎２階）

●申込み・問い合わせ先

穴吹公民館緯 碓52１１００

４月１日から、音声告知放送が

始まります。現在、穴吹地区と木

屋平地区で試験放送を実施してお

り、美馬地区と脇町地区は設備の

整備ができたところから順次、試

験放送を開始する予定です。

一部、４月１日に工事が完了し

ていないご家庭がある場合は完了

次第、順次放送を開始しますので

ご了承ください。

定時放送放送時間

平 日 ６時30分、12時15分、

20時45分（１日３回）

土日祝日 ６時30分（１日１回）

※告知端末機の電源が入っていない場

合は、電源の接続をご確認いただき、

音量の調整をお願いします。

４月１日から音声告知放送の開

始に伴い、脇町のオフトーク放送

と美馬町の防災無線の運用を３月

31日をもって終了します。

オフトークの宅内装置は委託業

者により順次撤去します。すでに

個人で取り外されている方は、ふ

るさと振興課もしくは脇町庁舎総

合窓口課までお持ちください。

防災行政無線の戸別受信機につ

いては、回収方法が決まり次第お

知らせします。４月に入りました

らコンセントを抜いておいてくだ

さい。

●問い合わせ先

放送内容・オフトークについては

ふるさと振興課緯 碓52８００９

防災行政無線については

危機管理課緯 碓52１６７７

告知端末機の設置については

情報電算課緯 碓52８００７
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情 報

４月１日から新しく
音声告知放送が始まります

オフトーク通信・
防災行政無線の終了

次の日程で移動献血車がき

ます。

献血にご協力ください。

３月16日（月）

▼美馬保健所（穴吹町）

９時30分～11時

▼マルナカ脇町店

12時30分～16時30分

３月18日（水）

▼ＪＡ美馬本所（脇町）

10時～11時

▼パルシー（脇町）

12時30分～16時

ᾍᾍᾍ 献 血 ᾍᾍᾍ

お

誕

生

お

め

で

と

う

清流句会 会員募集

放送内容ﾁｬﾝﾈﾙ

定時放送

市役所からのお知らせ、警察

署・消防署・各種公共団体から

のお知らせ、当直医等

臨時放送

災害情報・尋ね人、選挙速報等

１

ＡＭＮＨＫ第一２

ＡＭＮＨＫ第二３

ＮＨＫ-ＦＭ４



33 広報みま2009（平成21）年3月号

情報コーナー

美馬（極甘）西洋イチジク農産

推進協議会では、現在、耕作をや

めている桑畑等を整備し、糖度30

度以上になる極甘西洋イチジクを

栽培し、美馬市のブランドにしよ

うと計画しています。

美馬市の気候は西洋イチジクに

適し、成長が早く、年２回の収穫

が見込め、病害虫にも強く、コス

トもあまりかからない植物です。

併せて、他にはない農産加工食

品等も販売していこうと計画して

いますので、ご興味関心のある方

は、お気軽にご連絡ください。

●問い合わせ先

美馬（極甘）西洋イチジク

農産推進協議会会長 藤田弘

緯 碓63５２０２

ＮＰＯ法人「美馬の里」では、

在住外国人の生活を支援するため、

日本語教室を開催します。

多数の方のご参加をお待ちして

います。

と き 毎週日曜日

10時30分～12時

前期：４月５日～

後期：10月４日～

ところ 美馬文化会館

（美馬町字養泉11番地）

受講料 1,000円（また、テキスト

代2,500円が別途必要）

内 容 在住外国人に、ＪＴＭと

くしま日本語ネットワークの教

師が日常会話などをレッスン

※詳しくは、事務局へお電話ください。

詳細についてご案内します。

●問い合わせ先

ＮＰＯ法人美馬の里事務局

山口氏緯090-3198-2575

井川氏緯 碓63４５２２

明治政府に

招聘され、約

30年にわたり

日本各地の河

川土木事業に

奔走し、日本

の川を守った

オランダ人技

師デ・レイケ。彼が関わったとさ

れる「大谷川堰堤」が脇町にあり

ます。

デ・レイケの業績を最も深く研

究している上林好之氏を招き、講

演会を開催します。

と き ４月15日（水）14時～

ところ 脇町祥雲閣

演 題

デ・レイケの堰堤と美馬市（仮題）

講師 上林好之氏

●問い合わせ先

総務課緯 碓52１２１２

国際交流講演会の開催

催 し 親子で遊ぼう！
西洋イチジクを
栽培してみませんか
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美馬市人口統計

前月号より3月1日現在

－37

－25

－12

－07

33,647人

16,105人

17,542人

12,880

人 口

男

女

世帯数

募 集

日本語教室受講生募集
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みまっこ健全育成表彰式が、２月26日、美馬市産業

センターで開かれ、市内小中学校で他の児童・生徒の

模範となる活躍をした個人４名と３団体が表彰を受け

ました。

同賞を受賞したのは、全国や徳島県のスポーツ大会

で優勝を果たした皆さんや、徳島県で募集された作文

や書道展で最優秀賞を受賞した皆さんです。

みまっこ健全育成表彰受賞者（敬称略）

みまっこ健全育成表彰

▲受賞者を代表して盾を受け取る武田歴次くん

●個人の部 向井 直紀（江原中２年、柔道） 武田 歴次（美馬中１年、陸上競技）

横畠 里沙（穴吹中２年、作文） 三宅 未記（穴吹中３年、書道）

●団体の部 岩倉中学校男子バレーボール部 美馬・岩倉中学校女子ソフトボール部

美馬少女ソフトボール部

平成20年度交通安全ファミリー作文コンクー

ル小学生の部で、高木駿弥くん（中村碓脇）が、全

国で約2,900通の応募のなか、優秀賞を受賞しま

した。

高木くんは、お兄さんが自転車で事故を起こし

たときにヘルメットをしていたお陰で、大怪我を

防げたことを題材に作文し、見事全国表彰を受賞。

高木くんは「みんなも交通安全規則を守って、事

故に気をつけて」と訴えていました。

全国で環境問題に取り組む小中学校に送ら

れる環境美化教育優良校として、木屋平中学

校が表彰を受けました。

同校が行っている剣山や穴吹川、地域の沿

道の清掃や穴吹川の水質調査などの活動が高

い評価を受けました。生徒会長の野田晃貴く

ん（写真中央）は「先輩から受け継いできた

活動をこれからも続けていきたい」と話して

いました。

高木駿弥くん（脇町小３年）が
全国作文コンクールで優秀賞

木屋平中学校が
環境美化教育優良校として表彰


